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全9タイトル女性の健康シリーズ
女性の健康支援にぴったりの配布用教材！　やわらかなイラ
ストと色使いで、対象者が親しみやすく読みやすいデザイン
にしました。若い方から更年期以降の方まで幅広く役立てて
いただけるよう、さまざまテーマを取りそろえています。

子宮頸がん検診を受けよう 早期発見が決め手 乳がん 乳がん検診を受けよう

このほかにも、健康支援のための教材を多数ご用意しております。
お問い合わせや見本のご依頼は、下記までご連絡ください。
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▼
タ
イ
ト
ル
を
天
馬
が
自
由

闊か
っ

達た
つ

に
駆
け
巡
る
さ
ま
を
表

し
た
諺

こ
と
わ
ざ「
天て

ん

馬ば

空く
う

を
行ゆ

く
」

か
ら
引
用
し
た
▼
今
号
担
当

の
私
が
本
会
へ
入
職
し
た
の

が
ち
ょ
う
ど
20
年
前
。
前
半

10
年
は
成
人
保
健
分
野
で
健

康
教
育
を
担
当
し
た
。
世
間

が
健
康
と
い
う
も
の
に
注
目

し
始
め
、
国
が
施
策
と
し
て

「
個
別
健
康
教
育
」
を
打
ち

出
し
た
こ
ろ
だ
。
こ
の
流
れ

の
中
で
活
躍
を
し
て
や
ろ
う

と
私
の
仕
事
も
毎
日
深
夜
ま

で
。
当
時
は
サ
ブ
ロ
ク
協
定

な
ど
有
名
無
実
化
の
状
態
で

あ
っ
た
▼
後
半
の
10
年
は
一

転
し
て
総
務
部
を
任
さ
れ

た
。
ご
承
知
の
よ
う
に
現
在

は
「
働
き
方
改
革
」
一
色

だ
。
職
員
の
健
康
管
理
や
有

給
休
暇
取
得
奨
励
な
ど
、
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
勤

し
ん
で
い
る
▼
先
日
、
古
井

祐
司
東
京
大
学
特
任
教
授
と

会
っ
た
。
内
閣
府
経
済
財
政

諮
問
会
議
の
専
門
委
員
を
務

め
、
「
健
康
経
営
」
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
健
康
経
営
研
究
会
の

登
録
商
標
）
で
大
活
躍
の
御

大
だ
。
彼
か
ら
こ
ん
な
こ
と

を
言
わ
れ
た
。「
あ
な
た
が
10

年
前
か
ら
言
っ
て
い
た
健
康

と
働
き
方
、
こ
こ
４
〜
５
年

で
、
社
会
が
気
付
い
て
き

た
。
世
の
中
が
大
き
く
変
わ

る
基
盤
が
で
き
て
き
た
。
活

躍
し
よ
う
ぜ
」
▼
私
の
こ
の

20
年
は
ま
さ
に
健
康
と
働
き

方
に
連
動
し
て
い
た
。
「
個

別
健
康
教
育
」
は
「
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
」
に
形

を
変
え
、
今
月
か
ら
第
３
期

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
「
働
き

方
改
革
」
は
今
後
、
一
層
拍

車
が
掛
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
無
駄
に
す

る
こ
と
な
く
こ
れ
か
ら
も
自

分
や
同
僚
、
そ
の
家
族
、
そ

し
て
国
民
の
た
め
に
着
想
豊

か
に
自
由
奔
放
に
駆
け
巡
る

決
意
だ
。 

（
青
田
　
陽
）

「
男
女
の
生
活
と
意
識
に
関

す
る
調
査
」
２
０
２
１
年
の

実
施
が
決
ま
る

　
１
９
５
４
年
４
月
に
発
足

し
た
本
会
は
、
本
年
65
年
目

を
迎
え
る
。
一
般
社
団
法
人

と
し
て
の
公
益
目
的
支
出
計

画
事
業
の
実
施
に
向
け
て
役

職
員
一
同
、
日
々
邁ま

い

進し
ん

努
力

し
て
き
た
が
、
本
年
度
は
、

こ
の
事
業
に
つ
い
て
一
部
再

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。「
男

女
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る

調
査
」
は
、
毎
日
新
聞
社
人

口
問
題
調
査
会
が
１
９
５
０

年
か
ら
概
ね
２
年
乃な

い

至し

３
年

毎
に
実
施
し
て
き
た
「
全
国

家
族
計
画
世
論
調
査
」
を
２

０
０
２
年
に
引
き
継
い
だ
も

の
で
、
既
に
８
回
の
調
査
を

終
え
て
い
る
。
日
本
人
の
避

妊
法
選
択
や
人
工
妊
娠
中
絶

の
実
態
な
ど
を
把
握
す
る
調

査
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
長
い

間
継
続
的
に
行
わ
れ
て
き
た

　
３
月
19
日
、
２
０
１
７
年
度
第
２
回
定
例
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
18
年
度
事
業
計

画
（
案
）
な
ら
び
に
収
支
予
算
（
案
）
が
承
認
さ
れ
た
。
公
益
目
的
支
出
計
画
事
業

の
一
部
事
業
の
見
直
し
な
ど
が
示
さ
れ
た
。
以
下
に
、
本
年
度
の
本
会
事
業
計
画
の

要
旨
と
主
な
事
業
を
掲
載
す
る
。

を
踏
ま
え
て
、
今
後
は
、
５

年
毎
の
調
査
と
し
、
第
９
回

調
査
は
21
年
に
行
う
。

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
を
巡
る
諸
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に

　
今
日
、
本
会
が
目
指
し
て

い
る
の
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性
と
生

殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
。

以
下
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
）
の
向
上

で
あ
る
こ
と
は
今
さ
ら
申
し

上
げ
る
ま
で
も
な
い
。
し
か

し
、
わ
が
国
の
現
状
を
鑑
み

る
に
つ
け
、
従
来
に
も
増
し

て
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
が
脅
か
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
子
宮
頸
が
ん
の
第

一
次
予
防
と
し
て
国
際
的
に

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
Ｈ
Ｐ

Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
）
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
、
13
年
４
月
に
定
期
接
種

化
が
開
始
さ
れ
た
も
の
の
、

副
反
応
報
告
が
相
次
い
だ
こ

と
か
ら
、
同
年
６
月
に
は
国

か
ら
定
期
接
種
の
積
極
的
勧

奨
の
一
時
差
し
控
え
が
通
知

の
審
議
を
経
て
、
本
人
の
同

意
が
な
く
て
も
、
強
制
不
妊

手
術
が
行
わ
れ
て
き
た
。
本

年
１
月
30
日
に
、
宮
城
県
の

60
代
の
女
性
が
、
国
家
賠
償

を
求
め
て
提
訴
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
各
地
で
提
訴

に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し

て
い
る
。日
弁
連
に
よ
れ
ば
、

障
害
者
ら
へ
の
不
妊
手
術
は

優
生
保
護
法
下
に
あ
っ
た
48

年
間
で
約
２
万
５
千
人
に
行

わ
れ
、
う
ち
約
１
万
６
５
０

０
人
は
本
人
の
同
意
を
得
な

い
優
生
上
の
理
由
に
よ
る
不

妊
手
術
だ
っ
た
と
い
う
。
Ｓ

Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
推
進
と
向
上
を
掲

げ
る
本
会
と
し
て
、
こ
の
問

題
に
ど
う
対た

い

峙じ

す
る
の
か
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　
望
ま
な
い
妊
娠
／
計
画
し

て
い
な
い
妊
娠
で
苦
悩
す
る

女
性
達
を
思
う
と
き
、
「
医

療
用
か
ら
要
指
導
・
一
般
用

へ
の
転
用
に
関
す
る
評
価
検

討
会
議
」
に
お
い
て
緊
急
避

妊
薬
の
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化

を
「
時
期
尚
早
」
と
し
た
こ

と
に
対
し
て
、「E

very 
Child a W

anted Child

（
生
ま
れ
て
く
る
子
は
み
な

待
ち
望
ん
で
生
ま
れ
て
く
る

子
）
」
を
運
動
理
念
と
し
て

い
る
本
会
と
し
て
は
疑
義
を

抱
か
ず
に
は
お
れ
な
い
。

　
さ
ら
に
、（
公
社
）日
本
医

師
会
、（
公
社
）日
本
産
婦
人

科
医
会
、（
公
社
）日
本
産
科

婦
人
科
学
会
な
ど
と
協
働
し

な
が
ら
、
安
全
な
人
工
妊
娠

中
絶
法
と
し
て
世
界
的
に
高

い
評
価
を
得
て
い
る
経
口
妊

娠
中
絶
薬
を
可
及
的
速
や
か

に
日
本
に
導
入
で
き
る
よ
う

本
年
度
も
尽
力
し
た
い
。

　
数
え
上
げ
れ
ば
切
り
が
な

い
が
、
こ
れ
ら
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
を

脅
か
す
諸
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
本
会
と
し
て
は
果
敢

に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で

あ
る
。

よ
り
創
造
的
な
事
業
展
開
へ

　
「
少
子
高
齢
化
に
伴
う
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
」
「
育

児
や
介
護
と
の
両
立
」
「
働

き
方
の
多
様
化
」
な
ど
社
会

情
勢
が
変
化
し
て
き
て
い
る

今
日
、
本
会
も
経
営
の
安
定

を
図
る
た
め
常
に
創
造
的
な

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
本
年
度

も
、
本
会
の
経
営
基
盤
で
あ

る
母
子
保
健
／
思
春
期
保
健

／
健
康
教
育
（
保
健
指
導
・

健
康
支
援
）
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
領
域
で
の
教
材
の
頒
布

お
よ
び
、
指
導
者
養
成
事
業

な
ど
を
積
極
的
に
進
め
て
い

く
と
と
も
に
、
わ
が
国
に
あ

っ
て
、
当
該
領
域
で
の
「
渦

の
中
心
の
よ
う
な
存
在
」
と

な
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。
そ

の
実
現
の
た
め
に
、
顧
客
の

ニ
ー
ズ
を
十
分
に
汲
み
取

り
、
「
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
品
質
」
を

高
め
、
本
会
の
創
設
者
で
あ

る
國
井
長
次
郎
の
経
営
理
念

で
も
あ
っ
た
、
「
良
い
仕
事

を
す
れ
ば
、
結
果
は
つ
い
て

く
る
」
を
役
職
員
一
同
再
認

識
し
、
社
会
に
貢
献
し
て
い

く
。 

（
３
面
に
続
く
）

さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
定
期
接
種
対
象

年
齢
で
は
70
％
近
く
あ
っ
た

接
種
率
が
１
％
未
満
へ
と
減

少
し
て
い
る
。
副
反
応
で
悩

む
方
々
に
対
す
る
医
療
的
、

経
済
的
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
す

る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
は

い
え
、
子
宮
頸
が
ん
を
は
じ

め
と
し
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
に
伴

っ
て
起
こ
る
様
々
な
疾
患
予

防
を
可
能
に
し
て
い
る
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的

再
開
を
願
わ
ず
に
は
お
れ
な

い
。

　
全
国
の
い
く
つ
か
の
市
町

村
で
始
ま
っ
て
い
る
「
生
命

尊
重
の
日
」
の
制
定
。
旧
優

生
保
護
法
（
現
母
体
保
護

法
）
が
制
定
さ
れ
た
７
月
13

日
を
「
生
命
尊
重
の
日
」
と

制
定
す
る
動
き
は
、
少
子
化

対
策
と
い
う
大
義
名
分
を
以

て
、
人
工
妊
娠
中
絶
が
否
定

さ
れ
か
ね
な
い
憂
慮
す
べ
き

状
況
に
あ
る
と
言
え
る
。

　
わ
が
国
で
は
、
１
９
４
８

年
か
ら
、
母
体
保
護
法
が
制

定
さ
れ
る
96
年
ま
で
、「
優
生

上
の
見
地
か
ら
不
良
な
子
孫

の
出
生
を
防
止
す
る
」
こ
と

を
目
的
と
し
た
優
生
保
護
法

に
よ
っ
て
、
都
道
府
県
が
設

置
す
る
優
生
保
護
審
査
会
で

も
の
は
な
い
。

　
04
年
以
降
、

日
本
人
の
セ
ッ

ク
ス
レ
ス
化
の

進
行
に
着
目
し

た
調
査
を
実

施
。
そ
の
調
査

結
果
は
国
内
外

の
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
ら

れ
、
本
会
の
名

を
国
内
外
に
知

ら
し
め
る
こ
と

と
な
っ
た
。
過

去
８
回
に
も
及

ぶ
調
査
の
経
験

定例理事会の様子

2018年度事業計画（案）と収支予算（案）承認

ＳＲＨＲを脅かす諸課題の解決へ

空

天
馬

http://www.jfpa.or.jp/
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本
会
は
平
成
29
年
度
事
業

と
し
て
、
厚
生
労
働
省
子
ど

も
家
庭
局
母
子
保
健
課
よ
り

「
母
子
保
健
指
導
者
養
成
研

修
等
事
業
に
係
る
研
修
等
実

施
業
務
」
を
昨
年
に
受
託

し
、
こ
れ
を
終
了
し
た
。
本

会
は
本
事
業
を
平
成
27
年
度

か
ら
連
続
し
て
３
期
受
託
し

　
旧
優
生
保
護
法
下
で
、
知

的
障
害
を
理
由
に
15
歳
で
不

妊
手
術
を
強
制
さ
れ
た
宮
城

県
の
60
代
女
性
が
、
強
制
手

術
は
個
人
の
尊
厳
や
幸
福
追

求
権
を
保
障
し
た
憲
法
に
違

反
す
る
と
し
て
、
１
月
30

日
、
仙
台
地
裁
に
国
家
賠
償

請
求
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

　
優
生
保
護
法
（
１
９
４
８

〜
96
年
）
は
、
「
不
良
な
子

孫
の
出
生
防
止
」
と
「
母
性

の
生
命
健
康
の
保
護
」
を
目

的
に
、
優
生
手
術
（
不
妊
手

術
）
と
人
工
妊
娠
中
絶
の
許

可
条
件
を
定
め
た
法
律
で
、

精
神
疾
患
や
遺
伝
性
疾
患
、

知
的
障
害
に
よ
る
強
制
不
妊

手
術
も
公
益
上
の
理
由
で
合

法
と
し
て
い
た
。

　
障
害
者
や
女
性
た
ち
は
、

本
人
の
同
意
な
し
の
優
生
的

理
由
に
よ
る
不
妊
手
術
は
障

害
者
差
別
で
あ
り
、
子
ど
も

を
産
む
か
産
ま
な
い
か
を
選

択
す
る
権
利
（
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
ツ
）
を
奪
う

も
の
で
あ
る
と
し
て
、
長
年

に
わ
た
り
優
生
保
護
法
廃
止

を
求
め
て
き
た
。
実
名
で
訴

え
る
被
害
者
も
現
れ
た
。
し

か
し
、
政
府
は
「
当
時
は
適

法
だ
っ
た
」
と
し
て
聞
く
耳

を
持
た
な
か
っ
た
。

　
94
年
、
カ
イ
ロ
で
の
国
際

人
口
開
発
会
議
と
並
行
し
て

開
か
れ
た
民
間
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
、
障
害
を
持
つ
日
本
女
性

が
世
界
に
向
け
、
優
生
保
護

法
の
問
題
を
訴
え
た
。
そ
れ

を
機
に
、
海
外
で
も
ナ
チ
ス

の
思
想
を
温
存
さ
せ
た
同
法

へ
の
批
判
が
高
ま
っ
た
。

　
そ
う
し
た
「
外
圧
」
が
引

き
金
と
な
り
、
96
年
、
つ
い

に
優
生
保
護
法
か
ら
優
生
的

文
言
・
条
項
が
削
除
さ
れ
、

母
体
保
護
法
へ
の
改
定
が
行

わ
れ
た
。
し
か
し
、
被
害
者

へ
の
補
償
に
つ
い
て
は
、
国

連
か
ら
も
勧
告
を
受
け
な
が

ら
、
不
問
に
付
さ
れ
た
ま
ま

だ
っ
た
。
か
つ
て
同
様
の
法

律
が
あ
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

や
ド
イ
ツ
で
は
、
国
が
被
害

者
に
謝
罪
と
補
償
を
行
っ
て

い
る
。

　
旧
優
生
保
護
法
下
で
強
制

不
妊
手
術
を
受
け
さ
せ
ら
れ

た
人
は
、
全
国
で
１
万
６
千

　
な
お
、
平
成
30
年
度
の
本

事
業
も
本
会
が
受
託
す
る
こ

と
が
決
定
し
て
い
る
。

　
平
成
29
年
度
の
各
研
修
会

資
料
は
左
記
の
特
設
サ
イ
ト

に
掲
載
。

http://w
w
w.jfpa.info/

boshi/
開催のご案内

日本歯科医師会 公開フォーラム
多職種による母子保健の推進 ～歯科からの提案～

　日本歯科医師会では、妊娠期から就学前における母子保健の推進に
当たり、妊娠初期からの口腔保健、児童虐待の早期発見における歯科
医師の役割など、多職種との連携を踏まえた歯科の活用全般について
提案するべく、本フォーラムを開催します。また、「子育て世代包括
支援センター」と歯科との具体的な関わり方についても提案します。

【主催】公益社団法人 日本歯科医師会
【日時】5月20日㈰ 13：00～16：50（申込締切：4月20日㈮）
【会場】歯科医師会館 1階大会議室（東京都千代田区）

※詳細・申し込みは日本歯科医師会HP（https://www.jda.or.jp/）から

人
を
超
す
が
（
旧
厚
生
省
統

計
）
、
当
事
者
か
ら
の
国
家

賠
償
請
求
訴
訟
は
今
回
が
初

め
て
で
あ
る
。
情
報
開
示
請

求
に
よ
り
、
原
告
の
手
術
を

記
録
し
た
優
生
手
術
台
帳
が

見
つ
か
っ
た
こ
と
で
、
提
訴

が
可
能
に
な
っ
た
。
約
20
年

前
か
ら
声
を
上
げ
な
が
ら
、

記
録
が
廃
棄
さ
れ
た
た
め
、

提
訴
で
き
ず
に
い
た
70
代
女

性
（
宮
城
県
）
に
も
、
新
た

に
提
訴
の
道
が
開
か
れ
る
見

通
し
と
い
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
被
害
者
と
支
援
グ

ル
ー
プ
、
日
弁
連
な
ど
の
働

き
掛
け
で
各
都
道
府
県
の
実

態
調
査
も
始
ま
り
、
最
年
少

の
被
害
者
が
９
歳
の
女
児
だ

っ
た
こ
と
や
、
記
録
の
な
い

被
害
者
が
８
割
に
及
ぶ
こ
と

な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
当
時
を
証
言
す
る
医

師
も
現
れ
、
３
月
に
は
、
救

済
策
を
考
え
る
超
党
派
国
会

議
員
連
盟
も
発
足
し
た
。

　
今
回
の
裁
判
を
き
っ
か
け

に
、
国
に
は
強
制
不
妊
手
術

の
被
害
者
に
対
し
謝
罪
と
補

償
を
行
い
、
実
態
調
査
を
徹

底
し
、
救
済
制
度
を
整
備
す

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
私

た
ち
一
人
一
人
に
も
、
今
な

お
社
会
に
は
び
こ
る
優
生
思

想
を
問
い
直
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
１
９
９
９
年
度
か
ら
毎
年
開
催

し
、
昨
年
度
ま
で
に
１
４
６
回
を

数
え
ま
し
た
Ｓ
Ｒ
Ｈ
（
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
）
セ
ミ
ナ
ー
を
、
本
年
度
も

開
催
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
度
の
テ
ー
マ
は
、
「
家

庭
・
学
校
・
社
会
で
役
立
つ
最
新

情
報
を
学
ぶ
」
で
す
。
こ
れ
ま
で

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
を

参
考
に
、
本
年
度
に
ふ
さ
わ
し
い

テ
ー
マ
を
検
討
し
た
結
果
、
指
導

の
場
で
答
え
に
窮
し
て
し
ま
う
よ

う
な
課
題
の
最
新
情
報
に
つ
い

て
、
講
師
陣
か
ら
的
確
な
答
え
を

い
た
だ
け
る
時
間
と
な
る
よ
う
に

計
画
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
講
義
Ⅱ
・
Ⅲ
は
、
次

の
４
テ
ー
マ
の
組
み
合
わ
せ
と
な

り
ま
す
。
①
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
て
の
格
好
の
テ
ー
マ

「
ア
ス
リ
ー
ト
女
性
へ
の
健
康
支

援
」
。
ピ
ル
が
ド
ー
ピ
ン
グ
薬
だ

と
誤
解
し
て
い
る
指
導
者
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
②
「
子
宮
頸
が

ん
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
」
。
13
年

６
月
か
ら
積
極
的
勧
奨
が
差
し
控

え
ら
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
。
③
「
性

犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援
」
。
性
犯

罪
事
例
に
接
し
た
と
き
、
何
を
ど

う
し
た
ら
い
い
か
。
④
「
性
感
染

症
と
梅
毒
」
。
女
性
の
梅
毒
の
急

増
が
メ
デ
ィ
ア
を
に
ぎ
わ
せ
て
い

ま
す
。
い
っ
た
い
、
日
本
で
何
が

起
き
て
い
る
の
か
。

　
こ
の
機
会
に
あ
ら
た
め
て
、
日

本
人
女
性
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
を
脅
か
し

て
き
た
、
脅
か
し
て
い
る
問
題
に

光
を
当
て
、
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
テ
ー
マ

が
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
複
数
の
会
場
に
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。
お
会
い
で
き
ま
す
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
開
催
地
ほ
か
】

表
参
照

【
受
講
料
】
各
会
場
と
も
５
千
円

＋
税
（
思
春
期
保
健
相
談
士
は
、

３
千
円
＋
税
）
。
学
校
一
括
申
し

込
み
の
場
合
、
教
員
・
学
生
と
も

３
千
円
＋
税
（
専
用
申
込
書
あ

り
。
お
持
ち
で
な
い
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

【
講
師
】（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

◆
安
達
知
子
（
社
会
福
祉
法
人
恩

賜
財
団
母
子
愛
育
会
総
合
母
子
保

健
セ
ン
タ
ー
愛
育
病
院
院
長
）

◆
上
田
豊
（
大
阪
大
学
大
学
院
医

学
系
研
究
科
産
科
学
婦
人
科
学
教

室
学
内
講
師
）

◆
江
夏
亜
希
子
（
四
季
レ
デ
ィ
ー

ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
　
　

◆
北
村
邦
夫
（
一
般
社
団
法
人
　

日
本
家
族
計
画
協
会
理
事
長
）

◆
近
藤
一
成
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
関

東
病
院
産
婦
人
科
医
長
）

◆
高
橋
幸
子
（
埼
玉
医
科
大
学
医

学
部
社
会
医
学
／
地
域
医
学
推
進

セ
ン
タ
ー
／
産
婦
人
科
医
師
）

◆
種
部
恭
子
（
女
性
ク
リ
ニ
ッ
ク

Ｗ
ｅ
！ 

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
院
長
）

◆
能
瀬
さ
や
か
（
東
京
大
学
医
学

部
附
属
病
院
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
外

来
／
産
婦
人
科
医
師
）

◆
蓮
尾
豊
（
あ
お
も
り
女
性
ヘ
ル

ス
ケ
ア
研
究
所
所
長
）

◆
堀
成
美
（
国
立
研
究
開
発
法
人
　

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
　

感
染
症
対
策
専
門
職
）

◆
堀
本
江
美
（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ゆ
い
ネ
ッ
ト
北
海
道
理
事
長
／
苗

穂
レ
デ
ィ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
／

産
婦
人
科
）

【
対
象
者
】
医
師
、
保
健
師
、
助

産
師
、
看
護
師
、
養
護
教
諭
、
看

護
教
員
、
教
職
員
、
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
、
福
祉
関
係
者
ほ
か

て
い
る
。

　
本
事
業
は
母
子
保
健
に
関

わ
る
指
導
者
な
ど
を
対
象

に
、主
に
研
修
会
を
通
じ
て
、

十
分
な
専
門
性
を
有
す
る
人

材
の
養
成
を
目
的
と
し
た
も

の
。
平
成
29
年
度
は
六
つ
の

テ
ー
マ
で
15
回
の
研
修
会
を

行
い
、
延
べ
１
０
７
８
人
が

参
加
し
た（
表
）。

　
ま
た
、
本
事
業
の
一
環
と

し
て
、
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
特
集
テ
ー
マ

と
し
た
「
母
子
保
健
情
報

誌
」第
３
号
を
発
行
し
、こ
の

３
月
に
都
道
府
県
や
市
区
町

村
を
含
む
全
国
約
３
９
０
０

か
所
に
送
付
し
た
。
同
誌
は

現
在
全
国
展
開
が
進
め
ら
れ

て
い
る
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
そ

の
理
念
や
歩
み
、
機
能
を
解

説
す
る
ほ
か
、
八
つ
の
自
治

体
で
の
取
り
組
み
事
例
を
紹

介
し
て
い
る
。

平成29年度　母子保健指導者養成研修　開催実績

Seminar Information

●プログラム
9:30 10:50 12:10 14:20 9:40 11:00 13:10 14:35 16:00

●開催日・会場・定員・担当講師

受　
　
付

開　
　
会

講義Ⅰ
脅かされてきた
（いる）日本人
女性のリプロダ
クティブ・ヘル
ス／ライツ

休　
　
憩

講義Ⅱ
① アスリート女性
への健康支援

② 子宮頸がんと
HPVワクチン

③ 性犯罪被害者へ
の医療支援

④性感染症と梅毒

昼　
　
食

講義Ⅲ
① アスリート女性
への健康支援

② 子宮頸がんと
HPVワクチン

③ 性犯罪被害者へ
の医療支援

④性感染症と梅毒

休　
　
憩

質疑応答
家庭・学校・
社会で役立つ
最新情報を学
ぶ

閉　
　
会

開催日 開催地(会場) 定員 講義Ⅰ 講義Ⅱ 講義Ⅲ 質疑応答
5 /26㈯ 仙台（仙台国際センター） 150人

北
村
邦
夫

②近藤一成 ③種部恭子 北村･近藤･種部
7 / 7㈯ 札幌（札幌国際ビル） 150人 ①江夏亜希子 ②上田豊 北村･江夏･上田

8 /25㈯ 新潟（コープシティ花園ガ
レッソ） 150人 ①蓮尾豊 ④堀成美 北村･蓮尾･堀

9 /29㈯ 大阪（ブリーゼプラザホー
ル＆カンファレンス） 200人 ①能瀬さやか ②近藤一成 北村･能瀬･近藤

10/27㈯ 沖縄（健康文化村カルチャ
ーリゾートフェストーネ） 150人 ①江夏亜希子 ④堀成美 北村･江夏･堀

12/ 1㈯ 名古屋（名古屋コンベンシ
ョンホール） 150人 ②高橋幸子 ③安達知子 北村･高橋･安達

12/15㈯ 福岡（パピヨン24ガスホー
ル） 150人 ②上田豊 ③種部恭子 北村･上田･種部

1 /19㈯ 東京（お茶の水ソラシティ
カンファレンスセンター） 200人 ①能瀬さやか ③堀本江美 北村･能瀬･堀本

「健やか親子21（第２次）」と母子保健計画の策定と評価、
母子保健情報の利活用についての研修

7 月1 0日㈪ 東京 平和と労働センター・全労連会館 44人
7月2 1日㈮ 大阪 エル・おおさか 43人
育てにくさに寄り添う支援を行うための乳幼児健診についての研修
9 月 6日㈬ 大阪 新大阪丸ビル別館 111人
9月1 1日㈪ 東京 ヒューリック浅草橋ビル 102人

「子どもの心の診療医」養成研修
1 1月 5 日㈰ 東京 国際ファッションセンター（KFC）ビル 162人

不妊・不育相談支援研修
8 月 1日㈫ 東京 平和と労働センター・全労連会館 20人
8月 4日㈮ 大阪 新大阪丸ビル別館 28人
「子育て世代包括支援センター」における保健師等に対する

マネジメント業務についての研修
9 月2 5日㈪ 大阪 エル・おおさか 96人
9月2 9日㈮ 福岡 リファレンス駅東ビル 62人
1 0月2 0日㈮ 宮城 ＴＫＰガーデンシティ仙台 92人
1 0月2 4日㈫ 東京 平和と労働センター・全労連会館 102人
1 1月2 1日㈫ 岡山 岡山国際交流センター 43人
1 1月2 8日㈫ 北海道 札幌国際ビル 33人
「産後ケア事業」における保健師等の支援の在り方に関する研修

1 2月1 5日㈮ 大阪 ＣＩＶＩ研修センター新大阪東 62人
1 2月1 9日㈫ 東京 ヒューリック浅草橋ビル 78人

強
制
不
妊
手
術
の
被
害
者
に

国
の
謝
罪
と
補
償
を

（
元
日
本
家
族
計
画
協
会
参
与
）

芦
野
　
由
利
子

寄稿

指
導
者
の
た
め
の
避
妊
と
性
感
染
症

予
防
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ
ー
）

平
成
29
年
度
終
了 

30
年
度
も
本
会
が
受
託

厚
生
労
働
省 

子
ど
も
家
庭
局 

母
子
保
健
課
の
委
託
事
業

https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
http://www.jfpa.info/boshi/


※一部の記事・ご案内をクリックいただくとウェブサイトをご覧いただけます。

（　）3 （第769号）2018年（平成30年）4月 1日 家 　 族 　 と 　 健 　 康
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▽
食
育
の
推
進
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32

年
度
（
２
０
２
０
年
度
）
を

計
画
期
間
と
す
る
「
第
３
次

食
育
推
進
基
本
計
画
」
に
基

づ
き
、
母
子
保
健
お
よ
び
児

童
福
祉
分
野
に
お
け
る
さ
ら

な
る
食
育
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

特
に
、
第
３
次
計
画
で
は
、

個
人
や
家
庭
環
境
の
違
い
、

多
様
性
を
認
識
し
た
栄
養
指

導
等
の
「
多
様
な
暮
ら
し
に

対
応
し
た
食
育
」
や
妊
産
婦

や
乳
幼
児
の
保
護
者
等
の

「
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た

食
育
」
の
推
進
を
、
新
た
に

重
点
課
題
と
し
て
掲
げ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
各
自
治
体
に
お
か
れ
て

は
、
上
記
の
重
点
課
題
に
も

留
意
の
上
、
食
育
の
推
進
に

関
し
て
、
積
極
的
な
取
り
組

み
を
お
願
い
す
る
。

▽ 

母
子
保
健
に
お
け
る
デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て

　
健
康
・
医
療
・
介
護
の
分

野
を
有
機
的
に
連
結
し
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
を
２
０
２
０

年
度
か
ら
本
格
稼
働
さ
せ
る

べ
く
、
厚
生
労
働
省
内
に

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改
革
推
進

本
部
」
が
設
置
さ
れ
、
分
野

横
断
的
な
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
平
成
30
年
度
に

は
、
乳
幼
児
健
診
等
の
項
目

の
標
準
化
等
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

▽ 

不
妊
治
療
の
助
成
等
に
つ

い
て

　
不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
高
額

な
医
療
費
が
か
か
る
配
偶
者

間
の
体
外
受
精
お
よ
び
顕
微

授
精
に
要
す
る
費
用
の
一
部

　
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
は
３
月
20
日
、
全
国
児
童
福
祉
主
管
課
長
会
議
を
開

催
。
平
成
30
年
度
の
国
の
事
業
に
つ
い
て
、
各
自
治
体
担
当
者
に
説
明
を
行
っ
た
。

本
会
事
業
に
関
わ
る
主
な
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
す
る
。

か
ら
、
出
産
後
間
も
な
い
時

期
に
お
け
る
産
婦
健
康
診
査

２
回
分
に
か
か
る
費
用
を
助

成
す
る
「
産
婦
健
康
診
査
事

業
」
に
つ
い
て
予
算
を
計
上

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

▽ 

「
健
や
か
親
子
21
（
第
２

次
）」中
間
評
価
に
つ
い
て

　
「
健
や
か
親
子
21
（
第
２

次
）
」
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
平
成
36
年
度
（
２
０
２
４

年
度
）
ま
で
を
運
動
期
間
と

し
て
い
る
。
平
成
31
年
度
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
、
中
間
評
価

を
実
施
し
、
必
要
に
応
じ

て
、
指
標
の
追
加
等
の
見
直

し
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
市
町
村
に
お
い
て
は
、
乳

幼
児
健
康
診
査
の
必
須
問
診

項
目
15
指
標
に
加
え
て
、
４

指
標
の
調
査
を
実
施
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
集
計
報
告
に

あ
た
っ
て
は
、
各
市
区
町
村

を
助
成
し
て
い
る
。

　
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
９
年

度
ま
で
に
全
都
道
府
県
・
指

定
都
市
・
中
核
市
に
配
置
し

て
相
談
機
能
を
強
化
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

▽ 

産
婦
健
康
診
査
事
業
に
つ

い
て

　
産
後
う
つ
の
予
防
や
新
生

児
へ
の
虐
待
予
防
等
を
図
る

観
点
か
ら
、
産
後
２
週
間
、

産
後
１
か
月
な
ど
の
出
産
後

間
も
な
い
時
期
の
産
婦
に
対

す
る
健
康
診
査
（
母
体
の
身

体
的
機
能
の
回
復
、
授
乳
状

況
お
よ
び
精
神
状
態
の
把

握
）
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
29
年
度

に
配
布
し
て
い
る
乳
幼
児
健

診
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
い

た
だ
き
た
い
。

▽ 

「
健
や
か
親
子
21
」
全
国

大
会
（
母
子
保
健
家
族
計

画
全
国
大
会
）

　
平
成
30
年
度
は
11
月
７
日

㈬
〜
９
日
㈮
に
、
三
重
県
に

お
い
て
開
催
予
定
。

▽
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク

　「
健
や
か
親
子
21
」の
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、妊
娠
・

出
産
に
関
す
る
安
全
性
と
快

適
性
の
確
保
を
目
指
し
、
妊

産
婦
に
対
す
る
社
会
の
理
解

と
配
慮
を
促
す
た
め
、
各
市

町
村
に
お
い
て
、
母
子
健
康

手
帳
と
併
せ
て
マ
タ
ニ
テ
ィ

マ
ー
ク
の
配
付
や
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
マ
ー
ク
の
趣
旨
の
普
及

啓
発
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
地
方
財
政
上

の
措
置
は
平
成
19
年
度
か
ら

引
き
続
き
行
っ
て
い
る
。

（
１
面
の
続
き
）

Ⅰ　
公
益
目
的
事
業 

①
調
査
・
研
究

　
２
０
１
６
年
度
に
実
施

し
た
「
第
８
回
男
女
の
生

活
と
意
識
に
関
す
る
調

査
」
の
結
果
に
つ
い
て
さ

ら
に
分
析
を
進
め
、
本
会

の
立
場
か
ら
情
報
発
信
を

行
う
。
ま
た
、
21
年
度
実

施
予
定
で
あ
る
第
９
回
調

査
の
準
備
・
調
整
を
行

う
。

②
相
談

　
避
妊
や
思
春
期
の
子
ど

も
た
ち
の
性
の
悩
み
に
応

え
る
「
思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
実
施
す

る
。

　
ま
た
、
東
京
都
不
妊
専

門
相
談
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
東
京
都
委
託
「
東
京

都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
を
実
施
す
る
。

③
啓
発

　
妊
産
婦
向
け
に
、
産
後

の
健
康
と
家
族
計
画
、
新

生
児
期
の
育
児
の
ポ
イ
ン

ト
を
解
説
し
た
啓
発
用
冊

子
「
妊
娠
中
か
ら
考
え
る

お
産
の
あ
と
の
あ
な
た
と

赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
」
を

（
公
社
）
日
本
産
婦
人
科

医
会
の
協
力
を
得
て
制
作

し
、
市
区
町
村
・
医
療
機

関
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企

業
等
を
通
じ
て
配
布
す

る
。

④
表
彰

　
健
や
か
親
子
21
全
国
大

会
（
母
子
保
健
家
族
計
画

全
国
大
会
）
に
お
い
て
、

母
子
保
健
・
家
族
計
画
の

領
域
で
多
大
な
功
績
を
挙

げ
た
者
に
対
し
て
、
そ
の

功
績
を
称
え
て
「
日
本
家

族
計
画
協
会
会
長
表
彰
」

を
授
与
す
る
。

　
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
の
分
野
で
先
進
的

な
役
割
を
果
た
し
た
者
に

対
し
、
「
第
22
回
松
本

賞
」
の
贈
呈
を
行
う
。
ま

た
、
「
第
23
回
」
贈
呈
者

の
選
考
も
行
う
。

⑤
全
国
大
会

　
主
催
団
体
の
一
つ
と
し

て
、
健
や
か
親
子
21
全
国

大
会
（
母
子
保
健
家
族
計

画
全
国
大
会
）
の
企
画
・

運
営
を
行
う
。
な
ら
び

に
、
併
設
集
会
で
あ
る
家

族
計
画
研
究
集
会
を
開
催

す
る
。

Ⅱ　

 

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ･

ヘ
ル
ス
推
進
事
業 

①
機
関
紙
の
発
行

　
機
関
紙
「
家
族
と
健

康
Ⓡ
」を
発
行
・
配
布
す
る
。

②
指
導
者
養
成

　
女
性
医
療
セ
ミ
ナ
ー
、

指
導
者
の
た
め
の
避
妊
と

性
感
染
症
予
防
セ
ミ
ナ

ー
、
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思
春
期
保

健
セ
ミ
ナ
ー
Ⓡ
Ⅰ
〜
Ⅲ
、 

受
胎
調
節
実
地
指
導
員
認

定
講
習
会
、
生
き
る
た
め

の
心
の
教
育
セ
ミ
ナ
ー
、

性
の
多
様
性
を
学
ぶ
セ
ミ

ナ
ー
、
シ
ョ
ー
ト
セ
ミ
ナ

ー
「
思
春
期
と
法
律
」
、

遺
伝
が
わ
か
る
セ
ミ
ナ

ー
、
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
を

学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
、
産
科
医

と
精
神
科
医
・
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
の
連
携
を
考
え
る
セ

ミ
ナ
ー
、
ベ
ビ
ー
防
災
セ

ミ
ナ
ー
、
女
性
の
た
め
の

運
動
指
導
セ
ミ
ナ
ー
、
栄

養
指
導
を
結
果
に
つ
な
げ

る
セ
ミ
ナ
ー
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー
、
行
動

変
容
実
践
の
た
め
の
保
健

指
導
者
養
成
セ
ミ
ナ
ー
、

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
推
進

セ
ミ
ナ
ー
、
睡
眠
保
健
指

導
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
す

る
。

③
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー

　
思
春
期
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

運
営
、
Ｏ
Ｃ
（
経
口
避
妊

薬
）
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ル
を

は
じ
め
と
し
た
電
話
相
談

を
実
施
し
て
い
く
。

④ 

教
材
の
企
画
・
制
作
・
頒

布
等

　
リ
プ
ロ
・
ヘ
ル
ス
Ⓡ
、

お
よ
び
健
康
教
育
・
保
健

指
導
・
健
康
支
援
等
の
事

業
に
関
す
る
教
材
の
企

画
・
制
作
・
頒
布
を
行
っ

て
い
く
。

　
本
会
で
は
、
胎
児
の
神

経
管
閉
鎖
障
害
の
発
症
リ

ス
ク
低
減
を
目
的
に
、
昨

年
よ
り
本
会
発
起
の
専
門

家
会
議
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト

の
販
売
を
通
じ
て
「
葉

酸
」
の
普
及
を
行
っ
て
い

る
。
「
健
や
か
親
子
21

（
第
２
次
）
」
に
よ
る
妊

産
婦
の
食
育
と
共
に
妊
娠

前
・
妊
娠
中
の
摂
取
を
啓

発
し
て
い
く
。

⑤
そ
の
他

　
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
若
者
委
員
会

（
Ｕ
―
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
へ
の
支

援
、
国
内
外
の
関
係
機
関

と
の
協
力
、
国
民
運
動

「
健
や
か
親
子
21
（
第
２

次
）
」
の
推
進
な
ど
を
行

っ
て
い
く
。

＊
＊
＊

　
本
理
事
会
で
は
、
本
会
会

長
職
を
北
村
邦
夫
代
表
理

事
・
理
事
長
が
兼
任
す
る
こ

と
も
承
認
さ
れ
た
。

2018年（平成30年度）本会主催セミナー

＊都合により開催が中止または、受講料・内容等が変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。

2018年（平成30年）3月末時点

テーマ セミナー名 開催地 開催日 受講料(税込)

思
春
期
保
健

第81回思春期保健セミナーコースⅠ
（総論編） 東京

9月15日㈯～
17日(月･祝)

32,400円
思春期保健相談士は

16,200円
第82回思春期保健セミナーコースⅠ
（総論編）※中継 大阪 21,600円

思春期保健相談士は
16,200円第83回思春期保健セミナーコースⅠ

（総論編）※中継 福岡

第57回思春期保健セミナーコースⅡ
（各論編） 東京 11月16日㈮

～18日㈰
32,400円

思春期保健相談士は
16,200円

第65回思春期保健セミナーコースⅢ
（実践編） 千葉

平成31年
1月12日㈯～
14日(月･祝)

43,200円
思春期保健相談士は

21,600円
+別途食事代
13,500円

第15回
生きるための心の教育セミナー
（ベーシック編）

東京 8月4日㈯
10,800円

思春期保健相談士は
8,640円

第16・17回
生きるための心の教育セミナー
（スキルアップ編）

東京 11月3日㈯
各16,200円東京 平成31年

2月2日㈯
第2回性の多様性を学ぶセミナー
～LGBTの若者の理解と教育現場で
の支援のあり方～

大阪 6月9日㈯ 10,800円

家
族
計
画・

性
教
育

第103回
受胎調節実地指導員認定講習会 東京 7月23日㈪～

27日㈮ 54,000円

第147～154回
指導者のための避妊と性感染症予防
セミナー

2面に掲載

テーマ セミナー名 開催地 開催日 受講料(税込)

健
康
教
育

事例で学ぶ保健指導セミナー
第5回高血圧、第6回メタボ、
第7回高LDL、第8回アドバン
スド ※第8回のみ2日間

東京

6/16㈯、
7/7㈯、
8/18㈯、
10/20㈯
～21㈰

第5～7回
各6,480円
第8回 8,640円

第1回
ピアカウンセリングセミナー 東京 7月28日㈯

～29日㈰
21,600円

思春期保健相談士は
19,440円

第20回自己効力感を活かす
健康教育セミナー 東京 12月1日㈯

～2日㈰
24,840円
(テキスト代
3,240円含む)

第33・34回栄養指導を結果に
つなげるセミナー

東京 7月28日㈯ 10,800円
+テキスト代3,240円愛知 8月26日㈰

第5・6回
メンタルヘルスセミナー

東京 7月21日㈯ 各10,800円愛知 12月15日㈯

第9回睡眠保健指導セミナー 東京 8月5日㈰ 10,800円
+テキスト代1,080円

行動変容実践のための保健指
導者養成セミナー
（スキルアップコース）

大阪 11月22日㈭
～24㈰

37,800円
+テキスト代(未定)

行動変容実践のための保健指
導者養成セミナー
（ベーシックコース） 東京

平成31年
2月14日㈭
～17日㈰

43,200円
+テキスト代(未定)

行動変容実践のための保健指
導者養成セミナー
（スキルアップコース）

平成31年
2月14日㈭
～16日㈯

37,800円
+テキスト代(未定)

第3回データヘルス支援セミナー 東京 9月21日㈮ 10,800円

全
国
児
童
福
祉
主
管
課
長
会
議 

開
催

厚 生
労働省

本
会
の
主
な
事
業
計
画

２
０
１
８
年
度

https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
https://jfpa.jp/seminar/sem/top.php
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　急増する梅毒の啓発のため、本会はこの教材を制作しました。
ポスターとして所内・院内に掲示することで、自分の感染を疑
う人には検査に行く背中を押し、そうでない人には、感染への
注意を促すよう作られています。

お問い合わせや見本のご依頼は、下記までご連絡ください。

TEL 03-3269-4727  FAX 03-3267-2658

•どうやってうつるの？
•予防できるの？
•直せる病気なの？
•どこで検査を受けられる？ ほか

●監修：一般社団法人日本家族計画協会家族計画研究センター所長　北村邦夫
●仕様：Ａ１判（841㎜×594㎜）／ポスター＝特殊紙仕様／パネル＝アルミフレーム加工
●定価：ポスター＝本体9,000円＋税／パネル＝本体13,000円＋税
※指導箋やクリアファイルにもできます（お問い合わせください）

予防・啓発に最適！ 「梅毒急増しています！」ポスター
・
パネル

内容

　
本
会
の
姉
妹
団
体
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
ジ
ョ
イ
セ
フ
が
、
今
年
４
月
に
創
立
50

周
年
を
迎
え
ま
す
。
ジ
ョ
イ
セ
フ
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、

石
井
澄
江
・
ジ
ョ
イ
セ
フ
理
事
長
よ
り
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
編
集
部
）

■ 

社
会
経
済
背
景
が
健
康
指

標
に
も
た
ら
す
も
の

　
肥
満
者
の
増
加
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
米
国
で

は
、
以
前
か
ら
肥
満
と
社
会

経
済
的
背
景
と
の
関
連
性
が

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

　
２
０
１
８
年
４
月
22
日
、

公
益
財
団
法
人
ジ
ョ
イ
セ
フ

は
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま

す
。

　
ジ
ョ
イ
セ
フ
が
誕
生
し
た

１
９
６
８
年
当
時
、
日
本
は

高
度
経
済
成
長
期
の
真
っ
只

中
で
、
国
連
で
の
地
位
が
、

途
上
国
と
し
て
支
援
を
受
け

る
側
か
ら
先
進
工
業
国
と
し

て
支
援
を
す
る
側
へ
と
大
き

く
変
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、

家
族
計
画
や
母
子
保
健
の
分

野
で
も
目
覚
ま
し
い
向
上
を

遂
げ
、
大
き
な
成
果
を
出
し

ま
し
た
。
そ
の
経
験
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
途
上
国
に
移
転
し
て

ほ
し
い
と
い
う
国
際
的
な
要

望
を
受
け
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
い

う
言
葉
さ
え
認
知
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
時
代
に
、
家
族
計

画
と
母
子
保
健
分
野
の
国
際

協
力
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た

日
本
で
唯
一
の
団
体
が
ジ
ョ

イ
セ
フ
で
し
た
。

　
以
来
、
日
本
国
内
を
主
た

る
活
動
の
場
と
し
て
い
る
日

本
家
族
計
画
協
会
の
姉
妹
団

体
と
し
て
、
途
上
国
を
主
な

活
動
の
場
に
、
女
性
の
命
と

健
康
を
守
る
べ
く
、
国
連
、

国
際
機
関
、
現
地
の
政
府
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
地
域
住
民
と
連
携

し
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ツ
を
推
進
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
50
年
間
に
世
界
は
大

き
な
技
術
革
新
を
遂
げ
て
い

ほ
ど
米
国
疾
病
予
防
管
理
セ

ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
は
、
２

０
１
１
〜
14
年
の
全
米
健
康

栄
養
調
査
の
デ
ー
タ
を
使
用

し
て
詳
細
な
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
実
務
を
担
当
し
た
の

は
Ｃ
Ｄ
Ｃ
疫
学
統
計
局
の
シ

ン
シ
ア
・
オ
グ
デ
ン
研
究
員

ら
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　
オ
グ
デ
ン
氏
は
20
歳
以
上

の
男
女
の
デ
ー
タ
か
ら
、
教

育
水
準
を
高
校
卒
業
か
そ
れ

以
下
、
大
学
中
退
、
大
学
卒

業
（
学
位
取
得
）
の
３
段
階

に
、
ま
た
所
得
水
準
を
国
が

定
め
る
最
低
水
準
の
１
３
０

％
以
下
、
１
３
０
％
超
〜
３

５
０
％
以
下
、
３
５
０
％
超

の
３
段
階
に
分
類
し
、
肥
満

（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
30
を
超
え
る
）

の
割
合
を
男
女
別
、
さ
ら
に

人
種
別
に
分
析
し
ま
し
た
。

　
男
女
合
わ
せ
た
全
体
で
見

た
肥
満
者
の
割
合
は
、
教
育

水
準
が
高
い
層
（
28
％
）
が

低
い
層
（
40
％
）
に
比
べ
て

低
く
、
ま
た
所
得
水
準
が
高

い
層
（
31
％
）
は
低
い
層

（
39
％
）
に
比
べ
て
低
い
と

い
う
結
果
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
割

合
の
背
景
に
は
男
女
差
や
人

種
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
例
え
ば
、
肥
満
と

所
得
水
準
の
関
係
を
見
る

と
、
女
性
全
体
で
の
肥
満
の

す
。
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
、
こ
れ
を
成

功
さ
せ
る
に
は
、
性
差
や
人

種
差
を
考
慮
し
た
目
標
を
立

て
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

だ
と
し
て
、
さ
ら
に
調
査
を

続
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
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考
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■
男
女
差
に
注
目
し
た
研
究

　
精
神
的
ス
ト
レ
ス
は
循
環

器
系
、
特
に
心
臓
病
を
持
つ

人
に
と
っ
て
悪
い
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
女
性
と
男
性
で
は
そ

の
影
響
の
出
方
が
違
う
よ
う

だ
と
す
る
研
究
結
果
が
米
国

エ
モ
リ
ー
大
学
の
研
究
チ
ー

ム
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

　
研
究
に
参
加
し
た
の
は
、

冠
動
脈
（
心
臓
の
動
脈
）
の

疾
患
を
持
つ
患
者
６
７
８
人

で
す
。
冠
動
脈
疾
患
で
は
プ

ラ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
塊
が
血
管
壁
に

蓄
積
し
て
血
液
が
流
れ
に
く

く
な
る
「
虚き

ょ

血け
つ

」
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
心
臓
の
筋
肉
に
十
分
血

液
が
供
給
さ
れ
な
い
と
い
う

状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、

こ
れ
が
、
実
験
的
に
与
え
た

ス
ト
レ
ス
（
公
衆
面
前
ス
ピ

ー
チ
テ
ス
ト
）
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
反
応
す
る
か
を
男

女
別
に
調
べ
ま
し
た
。
心
血

流
の
画
像
を
解
析
す
る
と
同

時
に
、
末ま

っ

梢し
ょ
う動

脈
の
拡
張
能

を
安
静
時
と
ス
ト
レ
ス
負
荷

時
で
比
較
し
た
結
果
、
試
験

中
に
全
体
の
約
15
％
に
ス
ト

レ
ス
負
荷
時
の
虚
血
状
態
が

発
生
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
た
と

こ
ろ
、
男
性
で
は
ス
ト
レ
ス

刺
激
に
よ
っ
て
血
圧
と
心
拍

数
が
上
が
り
心
臓
へ
の
負
荷

が
起
き
て
い
る
の
に
比
べ

て
、
女
性
で
は
、
小
さ
い
血

管
が
さ
ら
に
収
縮
す
る
こ
と

に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
、
男

女
間
で
そ
の
発
生
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
か
な
り
異
な
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　
研
究
チ
ー
ム
の
一
人
で
エ

モ
リ
ー
大
学
公
衆
衛
生
学
部

の
ビ
オ
ラ
・
バ
カ
リ
ー
ノ
教

授
に
よ
る
と
、
女
性
は
精
神

的
ス
ト
レ
ス
の
影
響
を
小
さ

い
血
管
の
機
能
に
多
く
受
け

て
虚
血
に
な
り
、
心
臓
に
悪

影
響
を
与
え
て
い
る
と
説
明

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

対
処
法
と
し
て
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
あ
る
い
は
軽
い
身
体

運
動
を
続
け
て
で
き
る
だ
け

ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
話
し
ま
し
た
。

　
軽
い
身
体
運
動
は
血
管
を

弛し

緩か
ん

さ
せ
て
血
流
を
改
善
す

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
研
究

チ
ー
ム
は
今
後
、
心
臓
病
の

な
い
女
性
で
も
精
神
的
ス
ト

レ
ス
は
血
管
収
縮
を
引
き
起

こ
す
の
か
ど
う
か
や
、
ス
ト

レ
ス
が
続
く
と
ど
れ
ほ
ど
心

臓
発
作
な
ど
の
合
併
症
を
起

こ
す
危
険
度
が
増
す
の
か
な

ど
を
研
究
す
る
予
定
に
し
て

い
ま
す
。
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■ 

米
国
に
お
け
る
最
近
の
変

化
と
傾
向

　
青
少
年
リ
ス
ク
行
動
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
（
Ｙ
Ｒ
Ｂ
Ｓ
）

は
、
米
国
疾
病
対
策
管
理
セ

ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
が
２
年

ご
と
に
行
う
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

生
徒
を
対
象
に
し
た
性
、
飲

酒
、
喫
煙
、
い
じ
め
な
ど
の

行
動
調
査
で
す
。
公
立
と
私

立
の
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
生
徒

約
１
万
４
千
〜
１
万
６
千
人

が
米
国
内
29
州
か
ら
抽
出
さ

れ
自
己
記
入
式
の
質
問
票
に

匿
名
で
回
答
す
る
と
い
う
方

法
で
、
回
答
率
は
約
６
割
か

ら
７
割
で
す
。

　
例
え
ば
、
「
こ
れ
ま
で
に

あ
な
た
は
性
的
交
渉
を
持
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
と

い
う
質
問
に
対
し
「
は
い
」

ま
た
は
「
い
い
え
」
と
答
え

る
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
設
問

で
す
。
Ｃ
Ｄ
Ｃ
が
ま
と
め
て

発
表
し
た
２
０
０
５
〜
15
年

の
動
向
調
査
の
結
果
に
よ
る

と
、
「
は
い
」
と
答
え
た
割

合
は
男
女
と
も
10
年
間
で
47

％
か
ら
41
％
に
減
少
し
ま
し

た
。
こ
の
減
少
傾
向
は
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
全
学
年
で
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
特
に
有
意
な
減

少
を
示
し
た
の
は
低
学
年

（
14
〜
16
歳
）
で
、
男
子
生

徒
は
48
％
か
ら
43
％
へ
、
女

子
は
46
％
か
ら
39
％
へ
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
調
査
し
た

29
州
の
う
ち
２
州
を
除
い
て

全
て
で
同
様
の
減
少
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
っ
て
、
中
絶
数

と
中
絶
率
（
千
人
当
た
り
の

件
数
）
も
10
年
間
で
約
20
％

減
少
し
て
い
る
こ
と
が
Ｃ
Ｄ

Ｃ
の
別
の
調
査
で
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
背
景
に
つ
い
て

割
合
は
高
所
得
者
層
が
30
％

で
低
所
得
者
層
45
％
よ
り
低

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
白
人
女
性
と
ア
ジ
ア
系

女
性
の
場
合
は
、
高
所
得
者

層
の
方
が
肥
満
の
割
合
は
低

く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
黒

人
女
性
の
場
合
に
は
差
は
見

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
男
性

全
体
で
は
高
所
得
者
層
33
％

に
対
し
低
所
得
者
層
32
％
と

割
合
に
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
黒
人
男
性

の
場
合
だ
け
を
見
る
と
高
所

得
者
層
の
肥
満
が
よ
り
高
く

な
っ
て
い
ま
し
た
（
43
％
に

対
し
34
％
）
。

　
米
国
に
は
、
肥
満
者
の
割

合
を
30
・
５
％
未
満
に
し
よ

う
と
い
う
健
康
増
進
計
画

（
ヘ
ル
シ
ー
ピ
ー
プ
ル
２
０

２
０
）
の
目
標
が
あ
り
ま

Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
報
告
書
で
は
、
こ

れ
ま
で
政
府
が
取
り
組
ん
で

き
た
10
代
の
妊
娠
・
出
産
を

減
ら
す
性
教
育
や
性
感
染
症

対
策
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
に
加
え
て
特
筆

さ
れ
た
こ
と
は
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
が
性
行

動
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

で
す
。
身
体
中
心
の
性
か
ら

精
神
中
心
の
性
、
つ
ま
り
生

殖
を
伴
わ
な
い
仮
想
だ
け
の

性
へ
移
行
し
て
い
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
、
こ
こ
で
は
オ
ン

ラ
イ
ン
ポ
ル
ノ
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
増
加
と
10
代
の
妊
娠
・

中
絶
の
減
少
は
互
い
に
逆
の

方
向
へ
進
ん
で
い
る
と
い
う

米
国
国
立
精
神
保
健
研
究
所

（
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｈ
）
の
最
近
の
文

献
（Giedd JN.J Adolesc 

Health.2012 ;51

）
が
参

照
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
考

M
M
W
R Vol.66 N

os.
51 & 52 2018.

ま
す
。
保
健
・
医
療
の
分
野

だ
け
を
見
て
も
、
検
査
、
治

療
、医
薬
品
、医
療
器
材
、保

健
人
材
な
ど
、
全
て
の
分
野

で
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
よ

う
な
進し

ん

捗ち
ょ
くを

遂
げ
、
そ
の
恩

恵
を
受
け
る
こ
と
で
、
平
均

寿
命
が
大
幅
に
延
び
て
い
ま

す
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、

世
界
を
見
渡
す
と
、
そ
の
恩

恵
に
十
分
浴
す
る
こ
と
が
で

き
る
人
び
と
は
そ
れ
ほ
ど
多

い
わ
け
で
な
く
、
保
健
・
医

療
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
状
況
に
大
き
な
格
差
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
途
上
国
に
比
べ
日
本
で
生

ま
れ
た
女
性
が
妊
娠
・
出
産

に
関
わ
る
合
併
症
が
原
因
で

命
を
落
と
す
確
率
は
は
る
か

に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
人

は
生
ま
れ
る
時
も
場
所
も
選

ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
大
き
な
格
差
の
あ
る
世
界

で
、
「
た
ま
た
ま
」
日
本
に

生
ま
れ
、
国
民
皆
保
険
制
度

に
守
ら
れ
、
最
先
端
の
医
療

を
日
本
の
ど
こ
に
い
て
も
受

け
ら
れ
る
私
た
ち
は
、
世
界

で
数
少
な
い
恵
ま
れ
た
環
境

に
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
秋
、
国
連
は

加
盟
国
全
て
の
賛
同
の
も

と
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
採
択
し
ま

し
た
。
こ
の
世
界
か
ら
「
誰

も
取
り
残
さ
な
い
」
た
め

に
。
16
年
か
ら
始
ま
っ
た
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
世
界
中
で
推
進
し

て
い
ま
す
。
人
間
の
命
も
、

地
球
の
命
も
守
り
、
次
の
世

代
に
受
け
渡
せ
る
よ
う
に
途

上
国
、
先
進
国
の
区
別
な

く
、
全
て
の
国
、
全
て
の

人
々
が
努
力
を
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ジ
ョ
イ
セ
フ
も
こ
の
壮
大

な
目
標
の
達
成
に
少
し
で
も

貢
献
す
る
た
め
に
、
地
球
市

民
の
一
員
と
し
て
、
こ
の
健

康
格
差
、
と
り
わ
け
女
性
の

命
と
健
康
を
守
る
取
り
組
み

を
全
力
で
推
進
し
て
参
り
ま

す
。

　
次
の
世
代
に
命
を
つ
な
ぐ

「
性
」
、
そ
れ
が
原
因
で
命

を
落
と
す
。
こ
ん
な
こ
と
が

な
い
日
が
一
日
も
早
く
来
る

こ
と
を
祈
っ
て
。

　
今
ま
で
の
ジ
ョ
イ
セ
フ
に

対
す
る
ご
協
力
に
感
謝
し
、

今
後
も
一
人
で
も
多
く
の
女

性
た
ち
を
笑
顔
に
で
き
ま
す

よ
う
継
続
し
て
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

女
性
の
命
と
健
康
が
守
ら
れ
る
世
界
を
目
指
し
て

米国人の肥満と
所得水準

女性の心臓と
心的ストレス

ハイスクール
生徒の性

公
益
財
団
法
人
ジ
ョ
イ
セ
フ 

理
事
長

石
井
　
澄
江

ジ
ョ
イ
セ
フ
創
立
50
周
年

http://hsmk.jp/products/list.php?transactionid=1604b0778951542d3702717a19fdea6d17d80d1d&mode=search&keyword1=&category_id=&keyword2=%E6%A2%85%E6%AF%92&search=%E6%A4%9C%E7%B4%A2
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セ
ッ
ク
ス
中
に
痛
み
を
感
じ

る
、
性
的
疼と

う

痛つ
う

障
害
・
腟
け

い
れ
ん
だ
。
宋
氏
の
ク
リ
ニ

ッ
ク
に
は
、
三
つ
目
の
痛
み

に
関
す
る
相
談
に
来
る
患
者

が
と
て
も
多
い
と
い
う
。

　
「
未
完
成
婚
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。
こ
れ
は
入
籍
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
性
的

な
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
な
が
ら

挿
入
に
成
功
し
て
い
な
い
こ

と
を
い
う
。
宋
氏
は
「
未
完

性
交
時
に
感
じ
る
痛
み

　
女
性
の
性
の
悩
み
は
医
学

的
に
は
「
女
性
性
機
能
障

害
」
と
呼
ば
れ
、
大
き
く
三

つ
に
分
類
で
き
る
。

　
一
つ
目
は
、
性
的
欲
求
低

下
障
害
・
性
的
興
奮
障
害

で
、
「
し
た
く
な
い
し
、
感

じ
な
い
」
と
い
う
状
態
が
最

も
多
い
。
二
つ
目
は
、
オ
ー

ガ
ズ
ム
障
害
。
こ
れ
は
「
気

持
ち
い
い
の
だ
け
ど
、
オ
ー

ガ
ズ
ム
を
迎
え
ら
れ
な
い
」

と
い
う
状
態
。
三
つ
目
は
、

　
２
月
４
日
、
「
第
６
回
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
〜
性
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」

（
主
催
＝
本
会
／
共
催
＝
ジ
ェ
ク
ス
株
式
会
社
）
が
Ｊ
Ａ
共
済
ビ
ル
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
前
号
（
３
面
掲

載
）
に
続
き
、
宋
美
玄
氏
（
丸
の
内
の
森
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
に
よ
る

講
義
「
性
の
悩
み
解
決
法
〜
女
性
編
〜
」
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

　
２
月
13
日
、
第
４
８
２
回
母
子
保
健
指
導
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
言
語
聴
覚
士

の
中
川
信
子
氏
（
子
ど
も
の
発
達
支
援
を
考
え
る
Ｓ
Ｔ
の
会
代
表
）
が
、
「
こ
と
ば

が
遅
れ
て
い
る
子
、
し
ゃ
べ
り
過
ぎ
る
子
を
心
配
す
る
親
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
」
の
題

で
講
義
を
行
っ
た
。

成
婚
は
意
外
と
多
く
、
性
交

時
の
痛
み
が
原
因
の
こ
と
も

あ
る
」
と
説
明
す
る
。

　
性
交
時
の
痛
み
に
は
、
加

齢
に
よ
っ
て
生
じ
て
く
る
も

の
や
、
腟
炎
な
ど
の
一
時
的

な
も
の
、
さ
ら
に
は
子
宮
後

屈
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
も

あ
る
。
子
宮
後
屈
自
体
は
臨

床
的
に
は
全
く
問
題
が
な
い

も
の
だ
が
、
性
交
時
の
体
位

に
よ
っ
て
、
痛
み
を
感
じ
る

こ
と
が
あ
る
。

性
交
時
痛
の
治
療

　
「
20
〜
30
歳
代
ま
で
性
交

経
験
が
な
い
女
性
が
初
め
て

の
セ
ッ
ク
ス
を
試
み
る
と
、

パ
ー
ト
ナ
ー
が
優
し
い
男
性

の
場
合
、
痛
が
る
女
性
を
見

て
挿
入
を
諦
め
る
、
と
い
う

ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
い
。
基

本
的
に
腟
は
、
初
め
は
細
い

も
の
だ
。
な
の
で
、
女
性
の

体
の
構
造
上
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
誰
に
で
も
起
こ
る
可

能
性
が
あ
る
。
未
完
成
婚
に

つ
い
て
は
、
相
談
す
る
場
所

が
な
く
、
と
て
も
悩
ん
で
私

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
来
る
方
が

多
い
の
で
、
皆
さ
ん
に
は
ぜ

ひ
相
談
に
乗
っ
て
あ
げ
て
ほ

し
い
」
と
宋
氏
は
説
く
。

　
性
交
時
痛
の
治
療
に
は
、

腟
ダ
イ
レ
ー
タ
ー
（
尖
端
が

丸
い
筒
状
の
医
療
器
具
）
が

用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
腟
に

初
め
は
細
い
ダ
イ
レ
ー
タ
ー

を
挿
入
し
、
そ
れ
を
徐
々
に

太
く
し
て
い
く
と
い
う
方
法

だ
。
一
度
強
い
痛
み
を
感
じ

た
経
験
の
あ
る
人
な
ど
は
、

腟
内
に
何
か
を
入
れ
る
こ
と

に
抵
抗
を
感
じ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
内
診
台
で
綿
棒
を

入
れ
る
こ
と
か
ら
始
め
る
場

合
も
あ
る
と
い
う
。

　
宋
氏
は
こ
の
治
療
法
を
行

う
際
、
「
こ
の
治
療
の
目
的

は
自
分
も
相
手
も
セ
ッ
ク
ス

を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
こ

と
で
あ
っ
て
、
彼
の
ペ
ニ
ス

を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
い

う
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

ダ
イ
レ
ー
タ
ー
を
使
う
の
と

同
時
に
、
セ
ル
フ
タ
ッ
チ
ン

グ
や
空
想
な
ど
の
マ
ス
タ
ー

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
並
行
し
て
行

っ
た
ほ
う
が
成
功
率
は
高
く

な
る
。

　
他
に
は
鎮
痛
剤
や
潤
滑
剤

が
用
い
ら
れ
、
加
齢
が
原
因

の
場
合
な
ど
に
は
ホ
ル
モ
ン

補
充
療
法
が
効
果
的
だ
。

　
ま
た
宋
氏
は
、
「
特
定
の

体
位
が
痛
い
」
と
い
う
場
合

が
多
い
の
で
、
体
位
指
導
は

重
要
だ
と
説
く
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
体
位
を
試

し
、
痛
く
な
い
体
位
を
探
す

よ
う
に
言
っ
て
も
、
患
者
は

挫
折
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
。
痛
む
部
位
を
特
定
し
、

そ
こ
に
当
た
ら
な
い
よ
う
な

体
位
を
こ
ち
ら
か
ら
提
案
し

て
あ
げ
る
と
、
患
者
に
と
っ

て
は
具
体
的
で
、
非
常
に
役

立
つ
」
と
宋
氏
は
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

こ
と
ば
が
遅
れ
て
い
る
子

　
保
護
者
は
子
ど
も
の
こ
と

ば
が
遅
れ
て
い
る
場
合
、
発

達
障
害
を
疑
う
こ
と
が
多

い
。

　
中
川
氏
は
、
「
３
歳
過
ぎ

ま
で
は
発
達
の
個
人
差
が
大

き
い
。
２
〜
３
歳
の
こ
と
ば

の
遅
れ
で
は
、
『
お
く
て
』

な
タ
イ
プ
が
最
も
多
く
、
発

達
が
追
い
付
け
ば
そ
の
後
は

何
の
問
題
も
な
い
」
と
説
明

し
た
。

　
し
か
し
、
何
ら
か
の
「
問

題
」
が
あ
っ
て
こ
と
ば
の
遅

れ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
。
見
極
め
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
①
聴
力
②
言
語
理

解
・
状
況
理
解
③
対
人
関
係

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
④

こ
だ
わ
り
の
有
無
⑤
落
ち
着

き
の
な
さ
な
ど
行
動
面
の
問

題
⑥
養
育
者
と
の
関
係
（
養

育
者
の
関
わ
り
方
）
―
だ
と

い
う
。

　
中
川
氏
は
「
多
く
の
子
ど

も
を
見
て
き
た
立
場
か
ら

『
こ
の
子
は
少
し
気
に
な

る
』
と
思
う
感
覚
は
、
お
そ

ら
く
当
た
っ
て
い
る
。
そ
の

場
合
は
何
ら
か
の
支
援
に
つ

な
げ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
」
と

語
り
、
保
健
分
野
の
専
門
職

が
こ
の
見
極
め
を
行
う
重
要

性
を
説
い
た
。

し
ゃ
べ
り
過
ぎ
る
子

　
し
ゃ
べ
り
過
ぎ
に
つ
い
て

は
、
い
ろ
い
ろ
な
背
景
が
考

え
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
お
口

の
多
動
」
と
い
う
状
態
で
、

脳
で
考
え
た
ら
口
に
出
さ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
場

合
。
こ
れ
は
、
や
が
て
脳
内

の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
済
む
よ
う

に
な
り
、
収
ま
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
言
語
機
能
の
未
熟

さ
が
原
因
な
こ
と
も
あ
る
。

３
歳
ご
ろ
ま
で
は
、
し
ゃ
べ

り
な
が
ら
考
え
る
こ
と
が
当

た
り
前
だ
が
、
４
〜
５
歳
と

な
っ
て
も
し
ゃ
べ
り
過
ぎ
て

い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ

の
可
能
性
が
あ
る
。

　
ほ
か
に
は
環
境
因
と
し

て
、
下
の
き
ょ
う
だ
い
に
赤

ち
ゃ
ん
が
い
る
な
ど
、「
家
で

話
を
聞
い
て
も
ら
え
て
い
な

い
」
と
い
う
場
合
も
あ
る
。

　
し
ゃ
べ
り
過
ぎ
へ
の
対
応

に
つ
い
て
中
川
氏
は
、
「
体

を
し
っ
か
り
と
使
っ
て
、
滑

ら
か
な
動
き
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。
ス
ト
レ
ス
を

発
散
さ
せ
、
動
か
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
衝
動
が
収
ま
る
状

態
を
つ
く
っ
て
あ
げ
る
と
、

し
ゃ
べ
り
過
ぎ
も
少
し
ず
つ

収
ま
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

説
明
し
た
。

日
常
生
活
で
で
き
る
対
応

　
相
談
機
関
や
療
育
機
関
に

行
く
こ
と
は
、
保
護
者
に
と

っ
て
ハ
ー
ド
ル
が
非
常
に
高

い
。
故
に
、
日
々
の
暮
ら
し

で
行
え
る
対
応
を
伝
え
る
こ

と
が
必
要
だ
。

　
子
ど
も
の
こ
と
ば
を
育
て

る
に
は
、
ま
ず
は
話
し
た
い

気
持
ち
を
育
て
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
周
り
の
大
人

は
、
良
い
聞
き
手
に
な
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
の
上
で
、
「
こ
と
ば
を

育
て
る
遊
び
で
は
、
声
が
出

る
よ
う
な
体
を
動
か
す
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
遊
び
と
、
黙
っ

て
一
人
で
集
中
す
る
遊
び
と

の
め
り
は
り
を
つ
け
る
と
よ

い
」
と
中
川
氏
は
説
明
し

た
。

Photo

ことばかけの大切な
意味や話しかけのポ
イント、ことばが遅
いときの関わり方を
分かりやすく解説し
ています。赤ちゃん
のことばの育ちを上
手に支えるための育
児支援冊子です。

ご注文の際は、同封の注文書に必要事項をご記入の上、ファクスでお申し込みください。
このほか、中川氏監修教材も販売しております。お探しの方はカタログを
ご請求ください。また、オンラインストア「保健指導マーケット」にて、
「ことば」と検索していただくと、教材サンプルをご覧いただけます。

FAX : 03-3267-2658

ことばが伸びる
じょうずな子育て

２～３歳の子どもの
「発音」を心配する
保護者のための一冊
です。発音に関する
さまざまな不安を詳
しく解説し、発達に
役立つ生活や遊びの
工夫も紹介していま
す。

「発音」が
はっきりしないとき
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時間栄養学に基づく
コンディション向上サービス！

「何食べる？」の前に「いつ、どう食べる？」を
整えて、1週間で体がスッキリする！
定価：本体80円＋税
仕様： A6判・16頁・オールカラー
商品番号：204001

冊子・リーフレットの見本をご希望の方は、同封の注文書に必要事項をご記入の上、FAXでお申し込みください。FAX：03-3267-2658

お腹周り・体調スッキリ！1週間プログラム冊子 Webサービス

リーフレット

時
間
栄
養
学
に
基
づ
い
て
、き
ち
ん
と
食
べ
て

ベ
ス
ト
体
重
＆
ベ
ス
ト
体
調
を
つ
く
る
！

企業や健保組合での
導入実績多数！

法人様向け！

体内時計に合わせて、日常の動作に一工夫！

必要なのはスマホまたはＰＣだけ！
※ Webサービスの詳細は、
本会までお問い合わせください
TEL：03-3269-4727

夜勤者を含む、一人一人の生活に
合わせたアドバイスが可能！

厳しい食事制限や運動は不要！

短期間で体がスッキリ！

運動に苦手意識のある方、運動する時間がない方、
運動に挑戦してみたい方に！

からだの時計 エクササイズ

定価：本体50円＋税
仕様：A4判・観音開・オールカラー
商品番号：204292

床から足を
10cm上げる

労働生産性アップ

生活習慣改善

　
今
日
、
「
健
康
経
営
」
と

い
う
概
念
が
一
般
化
し
て
き

た
一
方
で
、
企
業
は
い
か
に

労
働
生
産
性
を
上
げ
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
も
問
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
数
々
の
栄

養
指
導
ツ
ー
ル
の
開
発
や
、

企
業
で
の
健
康
支
援
サ
ー
ビ

ス
に
携
わ
っ
て
き
た
小
島
氏

は
、
「
時
間
栄
養
学
の
考
え

方
は
、
メ
タ
ボ
対
策
だ
け
で

な
く
、
労
働
生
産
性
の
向
上

に
も
有
効
だ
」
と
語
る
。

　
時
間
栄
養
学
は
、
栄
養
学

の
中
で
も
新
し
い
分
野
だ
。

近
年
、
体
内
の
「
時
計
遺
伝

子
」
と
い
う
も
の
が
解
明
さ

れ
、
「
体
の
状
態
は
24
時
間

変
化
し
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
こ
と

が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
研
究

さ
れ
、
栄
養
学
で
も
応
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

が
時
間
栄
養
学
だ
。

　
「
同
じ
も
の
を
食
べ
て

も
、
体
の
状
態
は
朝
、
昼
、

夜
、
深
夜
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
の
で
、
栄
養
素
が
体
の
中

で
ど
う
利
用
さ
れ
る
か
も
違

っ
て
く
る
。
今
ま
で
の
健
康

支
援
は
『
何
を
ど
れ
だ
け
食

べ
る
』
と
い
う
こ
と
が
中
心

　
で
は
、
時
間
栄
養
学
を
応

用
し
た
健
康
支
援
は
、
労
働

生
産
性
の
向
上
に
、
ど
の
よ

う
に
し
て
役
立
つ
の
か
。

　
小
島
氏
は
、
本
当
の
意
味

で
健
康
な
状
態
と
は
、
一
人

一
人
が
持
っ
て
い
る
〝
潜
在

力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る

状
態
〞
で
あ
る
と
定
義
す

る
。
毎
日
出
社
し
て
は
い
る

が
、
土
日
の
ど
ち
ら
か
は
寝

て
過
ご
す
よ
う
な
人
や
、
朝

は
ぼ
う
っ
と
し
て
い
て
午
後

か
ら
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
る
よ

う
な
人
。
こ
れ
ら
の
タ
イ
プ

は
、
病
気
で
は
な
く
と
も
、

本
当
の
意
味
で
「
健
康
」
と

は
い
え
な
い
。

　
本
当
に
健
康
な
人
と
そ
う

で
な
い
人
を
比
べ
る
と
、
後

者
の
仕
事
の
効
率
は
前
者
よ

り
劣
っ
て
い
る
（
プ
レ
ゼ
ン

テ
ィ
ー
ズ
ム
）
。
「
プ
レ
ゼ

ン
テ
ィ
ー
ズ
ム
に
よ
る
損
失

を
コ
ス
ト
換
算
す
る
と
、
実

は
医
療
費
よ
り
も
非
常
に
高

い
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
メ
タ
ボ
対
策
を
し
て

医
療
費
を
削
減
す
る
こ
と
も

重
要
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
労

働
生
産
性
を
上
げ
る
た
め

に
、
対
象
者
が
そ
の
力
を
十

い
る
人
に
は
、「
昼
間
に
食
べ

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
支
援

に
な
る
。
こ
れ
だ
け
で
太
り

や
す
さ
が
大
き
く
変
わ
り
、

対
象
者
に
と
っ
て
行
動
変
容

の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
る
。

　
「
昨
今
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
も
多
様
化
し
て
い
る
。

し
か
し
、
体
の
時
計
の
リ
ズ

ム
を
理
解
し
て
い
れ
ば
、
シ

フ
ト
制
勤
務
を
し
て
い
る
人

に
も
、
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善

法
や
、
調
整
の
仕
方
を
ア
ド

バ
イ
ス
で
き
る
。
だ
か
ら
、

健
康
支
援
に
携
わ
る
立
場
と

し
て
は
、
今
ま
で
よ
り
も
対

象
者
に
寄
り
添
う
支
援
が
可

能
に
な
る
」
と
小
島
氏
は
語

り
、
時
間
栄
養
学
の
有
効
性

を
説
い
た
。

　
２
月
14
日
、
「
第
32
回
栄
養
指
導
を
結
果
に
つ
な
げ
る
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
平
和
と

労
働
セ
ン
タ
ー
・
全
労
連
会
館
（
東
京
都
文
京
区
）
で
開
催
さ
れ
、
小
島
美
和
子
氏

（
有
限
会
社
ク
オ
リ
テ
ィ
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
）
が
「
社
員
の
生
活
リ
ズ

ム
か
ら
考
え
る
健
康
経
営
の
戦
略
」
の
題
で
講
義
を
行
っ
た
。
今
回
は
特
別
編
と
し

て
、
医
療
専
門
職
の
ほ
か
、
医
療
保
険
者
や
企
業
、
行
政
な
ど
に
所
属
す
る
人
事
・

健
康
管
理
部
門
担
当
者
な
ど
も
参
加
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
講
義
の
一
部
を
紹
介

す
る
。 

※
「
健
康
経
営
」
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
経
営
研
究
会
の
登
録
商
標
で
す
。

代謝を上げるエクササイズを実践する
参加者たち

だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

『
い
つ
』
と
い
う
項
目
が
そ

の
先
に
入
っ
て
く
る
」
と
小

島
氏
は
解
説
し
た
。

　
例
え
ば
お
や
つ
に
つ
い
て

い
え
ば
、
従
来
は
「
メ
タ
ボ

だ
か
ら
や
め
ま
し
ょ
う
、
減

ら
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
支

援
だ
っ
た
。
だ
が
、
時
間
栄

養
学
の
考
え
方
を
使
う
と
、

夜
遅
く
に
お
や
つ
を
食
べ
て

分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
導

く
こ
と
が
、
健
康
経
営
が
目

指
す
方
向
性
だ
」
と
小
島
氏

は
説
く
。

　
ま
た
小
島
氏
は
、
「
主
観

的
健
康
感
」
と
い
う
指
標
を

紹
介
す
る
。
こ
れ
は
、
自
分

の
体
調
を
ど
う
思
う
か
と
い

　
近
年
、
健
康
経
営
を
目
標

と
す
る
企
業
は
増
え
て
い
る

が
、小
島
氏
は
、「
一
体
何
を

す
れ
ば
い
い
ん
だ
」
と
い
う

悩
み
も
よ
く
聞
く
と
い
う
。

　
小
島
氏
は
、「
生
活
リ
ズ
ム

を
整
え
る
こ
と
が
、
一
番
初

め
に
や
る
こ
と
」
と
力
説
。

「
生
活
リ
ズ
ム
は
心
身
に
大

き
く
影
響
し
、
リ
ズ
ム
が
整

う
と
、
体
調
も
必
ず
良
く
な

っ
て
く
る
。
逆
に
、
メ
ン
タ

ル
や
体
調
を
乱
し
て
い
る
人

は
必
ず
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ

て
い
て
、
そ
れ
に
伴
っ
て
食

事
も
乱
れ
、
ど
ん
ど
ん
悪
循

環
に
入
っ
て
し
ま
う
」
と
説

明
し
た
。

　
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
上

で
、
小
島
氏
が
特
に
強
調
す

る
の
は
朝
食
を
と
る
こ
と

だ
。
朝
食
を
食
べ
て
い
る
人

と
食
べ
て
い
な
い
人
で
は
、

食
べ
て
い
な
い
人
の
肥
満
の

割
合
は
５
倍
程
度
多
い
。
朝

食
分
の
カ
ロ
リ
ー
が
少
な
い

の
に
太
り
や
す
く
な
る
の

は
、
欠
食
す
る
と
体
は
筋
肉

を
壊
し
て
朝
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

う
こ
と
で
、
最
近
の
健
康
経

営
の
分
野
で
は
大
き
く
注
目

さ
れ
て
い
る
指
標
だ
。

　
「
実
は
、
主
観
的
健
康
感

の
差
が
、
生
産
性
を
コ
ス
ト

換
算
し
た
と
き
に
一
番
大
き

な
差
に
な
る
。
体
調
が
い
い

と
思
っ
て
い
る
人
と
悪
い
と

思
っ
て
い
る
人
の
差
は
、
運

動
習
慣
の
有
無
な
ど
よ
り
も

ず
っ
と
大
き
い
。
な
の
で
、

い
か
に
調
子
が
い
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
状
態
を

つ
く
る
か
。
そ
れ
が
非
常
に

重
要
だ
」
と
解
説
し
た
。

を
つ
く
ろ
う
と
す
る
か
ら

だ
。
筋
肉
が
減
る
こ
と
で
代

謝
が
落
ち
、
消
費
カ
ロ
リ
ー

が
減
っ
て
太
り
や
す
く
な
っ

て
し
ま
う
。

　
ま
た
、
朝
食
の
内
容
で
重

要
な
こ
と
は
、
炭
水
化
物
と

タ
ン
パ
ク
質
を
組
み
合
わ
せ

て
と
る
こ
と
だ
と
い
う
。
朝

食
で
の
タ
ン
パ
ク
質
は
筋
肉

づ
く
り
に
非
常
に
有
効
で
あ

り
、
こ
う
す
る
こ
と
で
、
筋

肉
を
し
っ
か
り
と
付
け
、
代

謝
を
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。

　
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
小
島
氏
は
、「
朝
ご
は
ん
は

無
理
、と
い
う
人
に
は
、『
お

か
か
を
か
け
た
卵
か
け
ご
飯

で
も
い
い
』と
か
、『
納
豆
卵

で
も
い
い
』と
い
う
よ
う
に
、

こ
れ
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ら
自
分

で
も
や
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い

う
例
を
挙
げ
る
と
い
い
。
一

度
や
っ
て
み
る
と
本
当
に
違

い
が
分
か
る
の
で
、
取
り
あ

え
ず
一
歩
を
踏
み
出
さ
せ
る

こ
と
が
大
事
だ
」と
述
べ
た
。

　
最
後
に
、
「
健
康
経
営
が

重
視
さ
れ
る
現
在
、
健
康
支

援
に
携
わ
る
私
た
ち
は
、
検

査
値
を
良
く
す
る
だ
け
で
は

不
十
分
で
、
本
当
の
意
味
で

の
健
康
に
導
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

私
た
ち
自
身
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
が
良
く
な
い
と
説
得
力

が
な
い
。
自
分
で
も
生
活
リ

ズ
ム
を
整
え
る
取
り
組
み
を

行
い
、
そ
の
中
で
の
工
夫
を

対
象
者
に
伝
え
て
い
け
ば
、

分
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
」
と

小
島
氏
は
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
、
参
加
者
を
激
励
し
た
。

Photo

社
員
の
生
活
リ
ズ
ム
か
ら
考
え
る

健
康
経
営
の
戦
略

「
何
を
食
べ
る
」
の
前
に

「
い
つ
食
べ
る
」

体
調
を
整
え
て

労
働
生
産
性
を
上
げ
る

生
活
の
土
台
を
整
え
る

栄
養
指
導
を
結
果
に

つ
な
げ
る
セ
ミ
ナ
ー
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回

http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4281
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4281
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4281
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4335
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4335
https://www.jfpa.or.jp/outline/inquiry.html
https://www.jfpa.or.jp/outline/inquiry.html
https://www.jfpa.or.jp/outline/inquiry.html


※一部の記事・ご案内をクリックいただくとウェブサイトをご覧いただけます。

（　）7 （第769号）2018年（平成30年）4月 1日 家 　 族 　 と 　 健 　 康

クローズ アップ
超
高
齢
社
会
に
欠
か
せ
な
い

転
ば
な
い
体
づ
く
り

　
２
０
２
５
年
に
は
、
団
塊

の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な

る
。
高
齢
化
率
は
30
・
３
％

と
な
り
、
国
民
の
３
人
に
１

人
が
高
齢
者
に
な
る
推
計
だ

（
図
１
）
。
こ
れ
は
「
２
０

２
５
年
問
題
」
と
い
わ
れ
、

医
療
費
や
介
護
費
の
急
増
な

ど
が
危き

惧ぐ

さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
28
年
「
国
民
生
活
基

礎
調
査
」に
よ
れ
ば
、65
歳
以

上
の
要
介
護
の
主
な
原
因
の

22
・
８
％
が
関
節
疾
患
、
骨

折
・
転
倒
な
ど
の
運
動
器
の

障
害
で
あ
る
（
図
２
）
。
武

井
氏
は
、
「
高
齢
者
は
特

に
、
日
常
的
に
バ
ラ
ン
ス
よ

く
体
を
動
か
し
て
い
な
い

ち
上
が
る
」
な
ど
で
あ
る
。

生
活
に
組
み
込
む
こ
と
で
継

続
す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
が

下
が
る
。
ま
た
、
実
施
日
を

カ
レ
ン
ダ
ー
に
チ
ェ
ッ
ク
す

る
と
頻
度
や
継
続
の
度
合
い

を
自
覚
す
る
の
に
役
立
つ
。

　
武
井
氏
は
最
後
に
、「
介
護

保
険
法
の
改
正
に
よ
っ
て
今

年
度
か
ら
市
区
町
村
は
介
護

予
防
の
積
極
的
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
元
気
な
高

齢
者
で
あ
れ
ば
ま
す
ま
す
元

気
に
、要
支
援
者
で
あ
れ
ば
、

自
立
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

く
こ
と
を
念
頭
に
対
策
を
進

め
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
わ
が
国
で
は
、
高
齢
者
の

健
康
を
い
か
に
守
る
か
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
高
齢
者
の
運
動
機
能
の
変
化
と
、
要
支
援
・
要

介
護
状
態
を
予
防
す
る
た
め
の
運
動
習
慣
の
重
要
性

に
つ
い
て
、
高
齢
期
の
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
に

長
年
関
わ
っ
て
き
た
順
天
堂
大
学
名
誉
教
授
・
武
井

正
子
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。れ

が
あ
る
。
い
つ
ま
で
も
自

立
し
、
元
気
で
生
き
が
い
の

あ
る
人
生
を
送
る
た
め
に

は
、
定
期
的
な
健
診
と
、
運

動
に
よ
る
転
ば
な
い
体
づ
く

り
、
筋
肉
量
の
維
持
が
不
可

欠
で
あ
る
」と
話
す
。

運
動
習
慣
は

自
分
の
た
め
の
介
護
予
防

　
将
来
、
わ
が
国
は
さ
ら
に

　すり足で歩いていたり、
座っている時間が長くて膝
が伸びなくなったりすると、
つまずきやすくなり、転倒
する危険が高まります。
　本教材は、転ばない体づ
くりに必要なストレッチ
や、筋力・バランス能力の
アップのための運動をやさ
しく紹介します。
　また、足腰を鍛えるウオ
ーキング法を解説していま
すが、歩行中の転倒を防止

するための「とっさの一歩トレーニング」も掲載。転びそ
うになったときに備えて、大きく一歩を踏み出す練習をす
ることで、より安全に運動を実施することができます。

【監修】武井正子（順天堂大学名誉教授）
【仕様】A3判ペラ／1セット50枚組／表カラー・裏2色刷
【価格】本体1,300円＋税（セット数割引あり）

【監修・指導】武井正子（順天堂大学名誉教授）
【仕様】A4判／2つ折り／オールカラー
【価格】本体50円＋税

と
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
（
加
齢

に
伴
う
筋
量
の
減
少
）、
変

形
性
関
節
症
、腰
痛
症
、
骨

粗
し
ょ
う
症
、
転
倒
・
骨
折

高
齢
化
が
進
み
、
前
期
高
齢

者（
65
〜
74
歳
）よ
り
後
期
高

齢
者（
75
歳
以
上
）が
多
く
な

る
。国
連
の
推
計
に
よ
る
と
、

50
年
の
わ
が
国
に
お
け
る
１

０
０
歳
以
上
の
人
口
は
１
０

０
万
人
を
超
す
。武
井
氏
は
、

「
人
生
１
０
０
年
時
代
に
向

け
て
、
健
康
で
あ
る
こ
と
は

大
き
な
資
産
で
あ
る
が
、
高

齢
者
に
と
っ
て
は
、
自
立
の

度
合
い
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
要
に
な
る
。
中
・
高
・
老

年
期
を
通
し
て
運
動
を
し
て

い
な
い
人
た
ち
を
い
か
に
納

得
さ
せ
て
運
動
し
て
も
ら
う

か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
」と
話
す
。

そ
し
て
、
「
自
分
の
姿
勢
や

歩
き
方
、
座
位
で
過
ご
す
時

間
の
長
さ
な
ど
、
習
慣
に
な

っ
て
い
る
体
の
動
か
し
方
に

気
付
き
、
よ
い
姿
勢
で
膝
を

し
っ
か
り
伸
ば
し
て
立
ち
、

軽
快
に
歩
く
こ
と
な
ど
、
心

地
よ
い
体
の
動
か
し
方
を
意

識
化
す
る
こ
と
が
ロ
コ
モ
テ

ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
ロ
コ

モ
）
予
防
に
つ
な
が
る
」
と

説
く
。
併
せ
て
、「
体
力
の
低

下
や
膝
痛
・
腰
痛
な
ど
の
自

覚
症
状
の
あ
る
人
は
、
無
理

せ
ず
、
心
地
よ
い
範
囲
で
体

を
動
か
す
こ
と
。
元
気
な
人

は
今
す
ぐ
に
、
要
支
援
で
あ

っ
て
も
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
か
ら
ロ
コ
モ
予
防
の
運
動

を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
て

い
く
こ
と
が
重
要
。
運
動
は

自
分
で
で
き
る
介
護
予
防
な

の
で
あ
る
」
と
語
る
。

日
常
生
活
に

運
動
を
組
み
込
む

　
さ
ら
に
、
武
井
氏
は
効
果

を
挙
げ
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
「
頻
度
」
と
「
継

続
」
の
二
つ
を
強
調
す
る
。

こ
の
二
つ
を
か
な
え
る
た
め

に
は
、
日
常
生
活
で
習
慣
に

な
っ
て
い
る
行
動
と
体
操
を

セ
ッ
ト
に
す
る
と
よ
い
。
例

え
ば
、
「
洗
面
時
に
タ
オ
ル

を
使
っ
た
体
操
を
行
う
」

「
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
る
前

に
、
膝
を
伸
ば
し
て
ス
ト
レ

ッ
チ
を
繰
り
返
し
て
か
ら
立

※ 「ロコモ対策けんこうタオル」との
セットも販売中。お問い合わせは
本会へ☎03-3269-4727

な
ど
の
運
動
器

の
機
能
低
下
や

障
害
が
起
こ

り
、
徐
々
に
要

支
援
・
要
介
護

状
態
に
な
る
恐

　いつまでも健康な体を
保ち、ロコモを予防する
のに最適な体操を紹介し
たリーフレットです。身
近にある“タオル”を使
って、効果的に、安全に
運動を行えます。
　75歳以降向けの「ス
ーパーオールド編」、
60～70歳向けの「ニュ
ーエルダー編」、そして
高齢者になる前に運動を
習慣にし、生涯を通じて
健康を保つための「若い
うちから編」の3種を取
りそろえています。
　朝の洗顔時、手を洗っ

た後、お風呂に入る前のちょっとした時間など、タオルに
触れる機会を運動するチャンスにしてください。

FAX：03-3267-2658ご注文の際は、同封の注文書に必要事項をご記入の上、ファクスでお申し込みください。
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図１　 日本の人口の変化と高齢者人
口（65歳以上）の割合（国立
社会保障・人口問題研究所
データより作成）

　
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
、
カ
ロ
リ
ー

を
抑
え
め
に
、
ヘ
ル
シ
ー
な
食
生

活
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
…
と
い
う

若
い
と
き
に
推
奨
さ
れ
る
食
生
活

は
、
65
歳
か
ら
は
通
じ
ま
せ
ん
。

　
本
教
材
は
、
高
齢
者
の
体
づ
く

り
に
必
要
な
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
と
、
お
い
し
く
楽
し
く
食
べ
る

た
め
の
コ
ツ
を
解
説
し
ま
す
。

　
運
動
教
材
と
併
せ
て
、
サ
ル
コ

ペ
ニ
ア
、
ロ
コ
モ
、
フ
レ
イ
ル
予

防
に
、
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
！

【
監
修
】
荒
井
秀
典
（
国
立
長
寿

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
老
年
学
・
社

会
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

【
仕
様
】
Ａ
３
判
ペ
ラ
／
１
セ
ッ

ト
50
枚
組
／
表
カ
ラ
ー・裏
２
色
刷

【
価
格
】
本
体
１
３
０
０
円
＋
税

（
セ
ッ
ト
数
割
引
あ
り
）

図２　 65歳以上で介護が必要となっ
た主な原因（平成28年国民生
活基礎調査より計算）
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18.7％ 
15.1％ 

13.8％ 

20.2％ 
2.3％ 

2.5％ 

4.7％ 

関節疾患と
骨折・転倒

認知症

脳血管疾患
（脳卒中）

高齢による
衰弱

心疾患
（心臓病）

悪性新生物
（がん）

呼吸器疾患

その他

人
生
１
０
０
年
時
代
に
向
け
て

 
い
つ
で
も 

ど
こ
で
も  

気
軽
に
運
動

知っておきたい基礎データ

関
連
教
材

Ａ３判！
大きな
健康メモ

202703

食
生
活
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
！

体
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り

　
対
象
者
が
自
分
で
健
康
状
態
を

確
認
で
き
る
、
人
気
の
「
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
」
で
す
。

　
運
動
器
に
障
害
が
起
こ
る
骨
粗

し
ょ
う
症
・
ロ
コ
モ
・
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
を
そ
れ
ぞ
れ
分
か
り
や
す
く

解
説
し
、
運
動
と
食
事
に
よ
る
予

防
法
を
説
き
ま
し
た
。

【
監
修
】
鈴
木
隆
雄
（
桜
美
林
大

学
老
年
学
総
合
研
究
所
所
長
／
国

立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事

長
特
任
補
佐
）

【
仕
様
】
Ａ
４
判
ペ
ラ
／
１
冊
50

枚
綴
り
／
表
カ
ラ
ー
・
裏
２
色
刷

【
価
格
】
本
体
１
３
０
０
円
＋
税

（
部
数
割
引
あ
り
） 201010

健康メモ

骨
粗
し
ょ
う
症
・
ロ
コ
モ
・

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
を
防
ぐ

　
ロ
コ
モ
が
高
齢
者
に
身
近
な
疾

患
で
あ
り
な
が
ら
、
い
か
に
危
険

な
も
の
で
あ
る
か
を
や
さ
し
く
解

説
。
そ
し
て
、
要
介
護
・
寝
た
き

り
を
防
ぐ
た
め
の
運
動
「
ロ
コ
ト

レ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
本
教
材
で
、
楽
し
み
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
積
極
的
に
行

う
よ
う
対
象
者
に
は
た
ら
き
か
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
監
修
】
林
𣳾
史
（
原
宿
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
名
誉
院
長
）

【
仕
様
】
Ａ
４
判
ペ
ラ
／
１
冊
50

枚
綴
り
／
表
カ
ラ
ー
・
裏
２
色
刷

【
価
格
】
本
体
１
３
０
０
円
＋
税

（
部
数
割
引
あ
り
）

201820

健康メモ

脱
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

防ごう転倒＆骨折！
転ばぬ先の足腰トレーニング

タオル体操でロコモ予防！
204023 スーパーオールド編
204024 ニューエルダー編
204025 若いうちから編

Ａ
３
判
！

大
き
な

健
康
メ
モ

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

202705

高齢者の転倒予防

http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4393
http://hsmk.jp/products/list.php?transactionid=4dfa23b9682ca03960dfa6bc32fb13168204e901&mode=search&keyword1=&category_id=&keyword2=%E3%82%BF%E3%82%AA%E3%83%AB%E4%BD%93%E6%93%8D&search=%E6%A4%9C%E7%B4%A2
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=3219
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4332
http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4383


※一部の記事・ご案内をクリックいただくとウェブサイトをご覧いただけます。古紙配合率70％の再生紙にエコマークインキを用いて印刷しています。
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﹁
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
︒﹂

西
岡
　
利
泰

37

勤
医
協
札
幌
病
院
（
北
海
道
札
幌
市
）

（
金
子
み
す
ゞ
よ
り
）

産
婦
人
科
医
に
よ
る
性
の
健
康
教
育 

〜
私
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
れ
だ
！

思春期向け教材

内

容

～ 妊 娠 ・ 出 産 の リ ミ ッ ト ～
冊子

　月経から妊娠の起こり方、卵子の老化や高齢出産の
危険性などを、イラストを交えて分かりやすく解説し
ています。
　卒業式や新人研修時、婚姻届受領時などのイベント
での配布に最適な一冊です。

•実は、卵子の数は限られているって知ってた!?
•そもそも月経とは？
•妊娠ってこうして起こるんだ！
•卵子が老化する!? ほか
 ※表3をオリジナル情報に差し換えられます！

●監修： 一般社団法人日本家族計画協会
家族計画研究センター所長　北村邦夫

●Ａ５判・14ページ／オールカラー／本体150円＋税
お問い合わせや見本のご依頼は、下記までご連絡ください。

TEL 03-3269-4727  FAX 03-3267-2658

将来、ママにパパになりたいあなたへ

　
中
学
校
・
高
校
で
の
性
教

育
講
演
を
始
め
た
こ
ろ
、

「
知
識
を
教
え
る
」
と
い
う

ス
タ
イ
ル
や
、
「
相
手
の
人

権
を
尊
重
す
る
」
と
い
っ
た

難
し
い
話
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
に
違
和
感
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
仕
事
か

ら
帰
る
と
当
時
５
歳
の
娘
が

熱
唱
し
て
い
ま
し
た
。
聞
こ

え
て
き
た
歌
詞
が
「
み
ん
な

ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
。
」

で
し
た
。
こ
の
言
葉
を
聞
い

た
と
き
、私
は「
こ
れ
だ
！
」

と
思
い
ま
し
た
。

　
ご
存
じ
、
詩
人
金
子
み

【
テ
ー
マ
】
「
父
親
の
育

児
」

【
講
師
】
山
本
直
美
（
子
育

て
学
協
会
会
長
）

※
テ
ー
マ
・
講
師
は
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

【
日
時
】
５
月
８
日
㈫
13
時

30
分
〜
15
時
30
分

【
会
場
】
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
新
宿
区
）

【
対
象
】
保
健
師
、助
産
師
、

看
護
師
等
の
有
資
格
者

【
参
加
費
】
会
員
…
無
料
、

非
会
員
…
４
千
円
（
非
会
員

で
当
日
参
加
希
望
の
方
は
、

必
ず
事
前
に
専
用
の
申
込
書

を
フ
ァ
ク
ス
で
お
送
り
く
だ

さ
い
）

※
申
込
書
は
本
会
Ｈ
Ｐ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

☎
03（
３
２
６
９
）４
７
８
５

℻  03（
３
２
６
７
）２
６
５
８

◆
新
規
入
会
者
募
集
中
◆

【
年
会
費
】
１
万
２
千
円

（
４
月
〜
翌
年
３
月
分
、
途

中
入
会
も
同
料
金
）

【
入
会
に
つ
い
て
】
本
会
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
↓
母
子
保
健
↓
母

子
保
健
指
導
部
に
つ
い
て
）

５
月
の
母
子
保
健
指
導
員
研
修
会

　
今
の
思
春
期
世
代
は
、
ど

の
よ
う
な
環
境
で
生
き
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
思
春
期

前
で
あ
る
前
述
し
た
私
の
娘

の
話
で
は
あ
り
ま
す
が
、
最

近
、
気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
私
の
娘
は
、
今
年
か
ら
小

学
校
に
入
学
し
ま
す
。
通
っ

て
い
た
保
育
園
は
子
ど
も
の

発
達
段
階
を
大
切
に
し
た
保

育
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、

親
同
士
の
会
話
で
「
勉
強
の

ス
タ
ー
ト
時
点
で
差
が
あ
る

　
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん

な
い
い
。
」
と
本
当
に
思
え

て
い
る
か
ど
う
か
、
自
分
の

日
常
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
こ
れ
が
な
か
な
か
怪
し

い
も
の
で
す
。
「
こ
の
患
者

さ
ん
は
協
力
的
じ
ゃ
な
い
か

ら
ダ
メ
だ
」
「
自
分
は
こ
ん

な
こ
と
も
で
き
な
く
て
ダ
メ

だ
」
な
ん
て
思
っ
て
し
ま
う

場
面
が
、
ち
ら
ほ
ら
あ
り

ま
す
。

　
社
会
を
見
渡
し
て
も
、
例

え
ば
障
が
い
者
に
対
し
て

「
劣
る
人
た
ち
」
と
い
う
意

識
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
と

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

し
、
物
事
に
優
劣
を
つ
け
る

考
え
が
根
強
い
と
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
風
潮
に
は
、

自
分
も
意
識
せ
ず
に
飲
み
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、

時
折
、
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
ま

　
第
１
話

　
１
９
９
９
年
９
月
２
日

　
１
９
９
９
年
９
月
２
日
。

通
常
の
診
察
日
で
は
な
い
木

曜
日
の
午
前
中
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
15
人
ほ
ど

の
女
性
が
、
待
合
室
を
埋
め

尽
く
し
て
い
た
。
中
に
は
、

パ
ー
ト
ナ
ー
同
伴
の
女
性
も

い
た
。
ど
こ
か
ら
と
も
な
く

届
け
ら
れ
た
豪
華
絢け

ん

爛ら
ん

な

花
。
女
性
た
ち
を
囲
む
よ
う

に
、
国
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
が

2006年 3月、北海道大学医学部
卒。06年4月、勤医協中央病院で
初期研修を開始。08年4月から11
年3月まで釧路
で内科医として
勤務。11年 4
月から産婦人科
となり勤医協札
幌病院勤務、現
在に至る。

西岡　利泰

す
ゞ
の
代
表
作
「
わ
た
し
と

小
鳥
と
鈴
と
」
の
一
節
で
あ

り
、
親
し
み
や
す
い
曲
が
つ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
シ
ン
プ

ル
な
が
ら
核
心
を
表
し
て
お

り
、
か
つ
深
み
が
あ
っ
て
非

常
に
多
く
の
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　
性
を
突
き
詰
め
て
い
く

　
「
子
ど
も
は
力
を
秘
め
て

お
り
環
境
が
整
え
ば
驚
く
べ

き
力
を
発
揮
す
る
」
。
こ
れ

は
、
私
が
大
学
生
ま
で
関
わ

っ
て
い
た
、
あ
る
子
ど
も
会

が
行
っ
て
い
る
キ
ャ
ン
プ

で
、
身
を
も
っ
て
知
っ
た
こ

と
で
す
。
こ
の
子
ど
も
会
に

は
、
障
が
い
児
を
含
め
さ
ま

ざ
ま
な
子
ど
も
が
参
加
し
て

と
、
自
分
を
認
め
て
相
手
を

認
め
る
こ
と
、
つ
ま
り
違
い

を
認
め
る
こ
と
だ
と
感
じ
て

い
た
の
で
、
こ
の
こ
と
が
あ

っ
て
以
来
、
性
教
育
講
演
へ

行
く
と
き
の
軸
に
据
え
て
い

ま
す
。
実
は
、
こ
れ
は
子
育

て
で
も
重
要
な
の
で
は
な
い

か
と
何
と
な
く
感
じ
て
い
た

こ
と
だ
っ
た
の
で
、
現
在
は

「
〝
ち
が
い
〞
を
認
め
る
」

子
育
て
に
奮
闘
中
で
す
。

お
り
、
一
人
の
例
外
な
く

認
め
合
う
こ
と
が
重
視
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が

実
現
し
皆
の
力
が
一
つ
に

合
わ
さ
っ
た
と
き
、
大
人

に
は
実
現
で
き
な
い
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ

た
り
、
満
面
の
笑
顔
を
見

せ
て
く
れ
た
り
し
ま
し

た
。

　
何
を
隠
そ
う
、
私
自
身

も
子
ど
も
時
代
に
参
加

し
、
自
分
で
は
無
理
だ
と

思
っ
て
い
た
、
宿
舎
一
帯

の
森
林
を
舞
台
に
し
た
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
タ
イ

ト
ル
は
「
納
豆
殺
人
事
件

の
犯
人
を
探
せ
！
」
）
を

す
。

　
金
子
み
す
ゞ
の
言
葉
は
、

性
教
育
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

る
の
と
同
時
に
、
私
の
課
題

な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

の
で
色
眼
鏡
で
見
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
、
と
は
思
っ

て
い
ま
す
が
、
自
分
が
外
来

で
接
す
る
患
者
さ
ん
た
ち
、

教
育
関
係
者
や
他
の
親
た
ち

か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
事
柄
か

ら
は
、
決
し
て
誰
も
が
互
い

に
認
め
合
え
る
環
境
で
は
な

い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
環
境
を

「
知
識
を
与
え
る
」
こ
と
で

変
化
さ
せ
ら
れ
る
範
囲
は
小

さ
く
、
そ
こ
が
性
教
育
の
難

し
さ
で
あ
り
醍だ

い

醐ご

味み

で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
少
し
で

も
自
分
、
そ
し
て
相
手
を
認

め
る
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
、

と
い
う
思
い
で
性
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

班
で
運
営
し
て
、
大
き
な
盛

り
上
が
り
を
得
た
経
験
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
こ

と
が
私
に
人
と
関
わ
り
合
う

こ
と
の
面
白
さ
を
教
え
て
く

今月の人
の
が
悩
み
。
家
で
教
え
る
べ

き
だ
ろ
う
か
」
「
授
業
で
大

人
し
く
座
っ
て
い
ら
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
心
配
。
幼

稚
園
出
身
者
は
礼
儀
正
し
く

座
っ
て
い
る
ら
し
い
」
な
ど

口
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
に
対
し
て
「
周
り

と
同
じ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
い
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
な
ら
な
い
か
と
心

配
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
分
自
身
が
そ
の

環
境
に
い
る
わ
け
で
は
な
い

れ
、
今
の
職
業
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
す
。

ュ
ー
を
始
め
て
い
た
。
筆
者

の
手
に
は
シ
ャ
ン
パ
ン
が
握

ら
れ
、
掛
け
声
と
と
も
に
、

コ
ル
ク
が
天
井
に
飛
ん
だ
。

そ
の
瞬
間
を
カ
メ
ラ
は
逃
さ

な
か
っ
た
。口
々
に
、「
お
め

で
と
う
！
」
の
声
を
上
げ
、

握
手
の
輪
が
拡
が
っ
た
。

　
こ
の
日
、
低
用
量
経
口
避

妊
薬
（
ピ
ル
）
が
発
売
さ
れ

た
の
だ
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
受

付
に
は
、
当
日
、
午
前
９
時

半
に
届
け
ら
れ
た
９
社
11
品

目
の
ピ
ル
が
所
狭
し
と
並
ん

で
い
た
。
わ
が
国
で
一
番
に

ピ
ル
が
届
け
ら
れ
る
ク
リ
ニ

ッ
ク
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
筆
者
の
無
理
難
題
に
、
薬

の
卸
業
者
が
応
え
て
く
れ
た

の
だ
。
こ
れ
ま
で
、
中
・
高

用
量
の
ピ
ル
を
処
方
さ
れ
て

い
た
女
性
た
ち
に
は
、
こ
の

日
ば
か
り
は
、
低
用
量
ピ
ル

と
の
無
料
交
換
に
応
じ
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
日

を
迎
え
る
ま
で
に
、
尋
常
で

な
い
時
間
が
経
過
し
て
い
る

こ
と
を
ど
れ
だ
け
の
人
が
ご

し
控
え
が
起
こ
っ
て
か
ら
こ

の
６
月
で
６
年
目
に
入
る

が
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
が
広

く
使
用
さ
れ
、
よ
う
や
く
子

宮
頸
が
ん
に
対
す
る
予
防
効

果
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
誇

ら
し
く
報
告
す
る
世
界
の

国
々
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
日

本
。
ピ
ル
の
承
認
の
遅
れ
の

理
由
を
探
る
に
つ
け
、
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
と
何
か
共
通
の

問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る

の
は
筆
者
だ
け
だ
ろ
う
か
。

　
「
ピ
ル
承
認
秘
話
―
わ
が

国
の
ピ
ル
承
認
が
こ
れ
ほ
ど

遅
れ
た
本
当
の
理わ

由け

―
」
の

連
載
が
、
本
号
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
。

 Memo　ピル：エストロゲン（卵胞ホルモン）とプロゲステロン
（黄体ホルモン）を化学的に合成した配合剤。現在では、7日間休薬
をとる21錠タイプ、休薬をとらずに偽薬を服用する28錠タイプ。両
ホルモンの配合比を一定にした1相性、3段階にした3相性。プロゲ
ステロンの種類が異なるピルがある。エストロゲン量が50㎍のもの
を中用量、それ以下を低用量、それ以上を高用量と定義している。ま
た、2008年からは、月経困難症の治療薬としてLEP剤（低用量エス
トロゲン・プロゲステロン製剤）も発売されている。

殺
到
し
て
い

た
。
英
国
国

営
放
送
（
Ｂ

Ｂ
Ｃ
）
の
ク

ル
ー
が
、
女

性
た
ち
の
許

可
を
得
た

後
、
英
語
で

の
イ
ン
タ
ビ

存
じ
だ
ろ
う

か
。

　
一
例
を
挙

げ
れ
ば
、
日

本
は
国
連
加

盟
国
中
最
後

の
ピ
ル
承
認

国
と
い
う
恥

ず
べ
き
勲
章

を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
国
際

家
族
計
画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｆ
）
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
北
朝
鮮
に
は
94
年
か
ら

ピ
ル
の
供
給
を
開
始
し
て
い

た
と
い
う
し
、
世
界
で
最
初

の
ピ
ル
承
認
国
で
あ
っ
た
米

国
で
の
発
売
は
60
年
。
わ
が

国
は
、
米
国
に
40
年
近
く
遅

れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
ウ
イ

ル
ス
で
あ
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ

ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
の
差

診療風景。さまざまな患者さんが来院する

北村 邦夫 著

ピル承認秘話
わが国のピル承認が
これほど遅れた

 本当の理由（わけ）

娘
が
気
付
か
せ
て
く
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド

自
分
を
認
め
相
手
を
認
め
る
こ
と

思
春
期
世
代
の
置
か
れ
て
い
る
環
境

自
分
自
身
を
振
り
返
っ
て

http://hsmk.jp/products/detail.php?product_id=4064
http://www.jfpa-clinic.org/
http://www.jfpa.or.jp/seminar/2018/000821.html

